






ろ（ 1990年代）に贈られて整理した資料の一覧の 料目録の「 1 回目」として理解願いたい。
本間喜一関係資料目録
本間喜一ノート（Na l ~ 31 風呂敷包みにあったもの）
番号 年月日 文書名 形態 備考
昭和44 昭和44年度私法原理 ノート
Hans Dieter Schelauske (Hans Reiner 評）
Hans Werzel 
L. T. Frolow. Kausalitat 
2 Hans Welzel (Prof. in Bonn) ノート
Naturrccht und Materiale Gerechtigkeit 
3. Aull. 1960 
(Goningen. Vandcnhoeck & Ruprecht.) 
3 Hans Welzel ノート
Naturrecht u目 MaterialeGerechtigkeit 
1960 s. 178 s. 198. 
4 Helmut Coing 著 ノート（8枚） 4～7封筒にー
Grundziige d. Rechtsph. 2. Auflage 括
Walter de Gruytor & Co. 1969. 
序言 Einleitung 1-4. 
5 Goin終g, R. ph. ノート（ 16枚）
（最章）
Kapitel VI: Das iuristische Denken 
6 Going 結語 ノート（4枚）
7 Helmut Coing ノート（9枚）
S. 351. Schlussbcmerkung 49.-7-1. 
8 Hans Werzcl Naturrecht u. ノート（4枚） 8～12 ファイル
第四部 V町terTeil に一括
現代（DieGegenwart) S. 178-S. 180. (S. 178以后と
いうメモ有）
9 H. Werzel Naturrecht u. ノート（ 10枚） S. 180 S. 186. 
10 H. Werzel Naturrecht u. ノート（ I 枚） S. 165. 
2. Abschnitt Kant. 
1 Hans Werzel, Naturrecht und ノート（9枚） S. 160-S. 165. 
Materiale Gerechtigkeit 
Vierter Tei! Die Gegenwart 
12 H. Werzel, Naturrecht u. ノート（2枚）s. 186. コ行
13 K. Engisch ノート（22枚）
Einfiihrung i.d. juristische De凶cen.
法学的思考入門
\llll章 S 178-192. 
14 Engisch, Einfiihrung S. 134-156, 157-167. ノート（24枚）
IS Engisch Einfiihrung S. 167-177. ノート（ 14枚）
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16 Engisch, Einぬhr. s. 106-133. ノート 104-lll 、 1 11118、 118-
VI 第六章（全部） 133 の3つに分割してある
17 Hans Welzel Ko 10 155 A18985 ノート（18枚内4枚白紙）
An den Grenzen des Rechts 
Die Frage nach der Rechtsgeltung 
118. Sitzung 
An 24. November 1965 
in Diisseldorf 
18 Hans Reiner (Grundlagen, Grundsiitze ノート
und Einzelnonnen des Na佐rechts)
Reiner を読んで
19 HANS WELZEL 書籍（独文）
NATURRECHT UNO MATERIALE 1 ページめに K. Honma 
GERECHTIGKEIT 1963イト8の記あり
20 Coing (Rechtsphilosophie) ノート (14枚） 20 2ー4 ファイル
Kap. VI Abschn. IV 完 S. 325-S. 333. に一括
（すべて Coing
のノート）
21 Kapitel VI-'VI 法学 ノート（4枚）S. 342-S. 344. 
22 Kao. I の VII S. 54-63. ノート封筒付
23 V Kaoitel の II ノート（18枚）封筒付
24 Problem der Rechtsgeltung Coing, S. 286-293. 
第五章実定法及其効力 ノート（12枚）封筒付
25 Einleinnmg S. 1-5. ノート
Kap. I S. 5-14. 
Coin2 Grundziie;e d. Rechtsph. 
26 Coing 第一章（！） S. 85-llO. ノート 26、 27一括封筒
入
27 Coing 第章（2）終 s. 111-125. ノート
28 Coin2Kap. V 実定法ト其効力 s. 265. ノート（1枚）
29 （法の極限概念 H. Welzel と書かれた空箱）
30 米沢市産業地図 裏に H. Welzel と赤ペンで記あり
31 K. Engisch, Einfiihrung in das 
juristische Denken (Uban Bucher）と記した空
封筒
本間喜一ノート（地32～54 日東あられの箱の中にあったもの｝
番号 年月日 文書名 形態 備考
32 Zippelius (I) D鎚 Wesendes Rechts ノート（10枚） S.24-32. 
Kap. 5 Dialektischen Rech匂theorien
33 Zippelius (I) Geltung，問題 ノート（IO枚） S. 33-44. 
(Recht u. Sittlichkeit) Kap. 6-10. 
34 ~t体，pe系Jiu的s，思W想eseトndes Rechts ノート（5枚） S. 133-S. 日6.問題ノ発展
35 Zippelius III法、 Materien （全 Kap. 11-12) ノート（6枚） S.53-62. 
36 Zippelius 目次 ノート（！枚）
37 III法の資材（Materiendes Rechts) ノート（7枚内6枚白紙）
38 Ziooelius 巨次 ノート（ 1枚）書き損じ（カ）
39 R. Zippelius と表題のついた空封筒
40 Die Lehre Hegels （へーゲルの理論） ノート S. 157-S. 158. 
(9枚内7枚白紙｝
41 Zippelius IV die Gerechtigkeit ノート（5枚） S. 68-71. 
Kap. 3 Ge，官chtigkeit，問題ヲ説明スル設術
Kunst. 
42 R. z：：~：~~；1a邸ng，凶en(N第U二m版bぽ）g 大学教授｝ ノート（11 枚内 l枚表紙、 1枚白
Das ) 紙）
VII （第七章）Die Freiheit（自由） s. 151 157. 
43 （表題欠）解釈の意義 法学のノート
44 Reinhold Zippelius 著 ノート（IO枚）
Das Wesen des Rechts 第一版（増補）
45 Karl Engisch, (Urban Bilcher 20) ノート（ 18枚内 17枚白紙） 45～54一括
Einf. ins. juristische Denken 
S. 5. Vorwort 第二版
46 終章 （便襲5枚内 l枚白紙）
47 l.BGB 1589-Abs.2. S. 1. ノート（ I 枚）
48 (Was ist dぉ Recht?) メモ用紙2枚
49 (Lavine, A. Lincoln 以下7行） ノート（ I 枚）メモ書き
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53 （便筆の表紙）Karl Engisch E訟俗泊四Sindas 
iuristische Denken の記あり




番号 年月日 文書名 形態 備考
55 Reichenbach. Aufstieg der ノート（29枚） S.309-323. 55～57封筒に
wissenschaftlichen Philosophie 一括
十七宣言 倫理の本質 DasWesen der E血ik
56 （同上） ノート（38枚）s. 323-338. 
57 Richenbach ノ独乙訳出版出版者 ノート（9枚）
Prof. Dr. Simon Moser (Karlsruhe）の（Vorwo抗
の訳文）（独乙語版第二版ニ付テノ序文）
58 MaxScheler ノート 58、 59封筒にー
Die Stellung des Menschen in 括
Kosmos Bd 1. S. 5-22. 
59 (M蹴 Scheler) ノート（ルーズリーフ）
（前半部分は授業ノート）
60 Radbruch の法哲学と国家哲学 ノート S. 1-S. 25. 60～65封筒に
Von Paul Bonsmann 1966 Iー （A) 一括
61 Radbruch の法哲学と国家哲学 ノート S.25-S. 33. 
V. Paul Bonsmann 19661-{B) 
62 Gustav Radbruch ノート S.33-S. 51. 
Von Paul Bonsmann Band I A 
63 Gustav Radbruch ノート S.51-S. 5. 
V. Paul Bonsmann Bd. I B 
64 Die Rech包－und S匂atsphilosophie ノート
Gustav Radbruch 
Paul Bonsmann Bd. II 
65 Die Rechts-und Staatsphilosophie ノート
Gustav Radbruch 
Paul Bonsmann Bd. IV 
66 (Josef Siegers Dぉ Reehtbei Emil Lask のノ ノート 66～67封筒に
ート） 一括
I. （イ） (S. 1-10.) 
67 I. （ロ） (S. 10-22.) ノート
C Das Geltende S. 10-22. 
68 I. （ハ｝ (S. 22-35.) ノート
D. 偶値哲学の方法 Methodeder 
Wertphilosoohie 
69 I. （ハ） (S. 125-128.) 七加、③ ノート
Zweiter Abschnitt 
70 I. （ニ） (S. 128-136.) 七班、＠ ノート
L関k 評 自立法に対する Lask の立場
s. 128-136. 
71 II. （ホ） (S. 136-142.) 七量昔、⑤ ノート
B. Das Wesen des Rechtswerts 
72 I. （へ） (S. 142-149.) 七般、⑤ ノート
I Die Eie:enschaften des Rechtswerts 
73 I. （ト） (S. 150-162.) 七罰、⑦終 ノート
C Der Wissenschaftswert der Rechtswissen-
schaft 
74 Reinhold Zippelius ノート 74-84一括して
I. Das Wesen des Rechts ファイルにはさ
C.H. Beck んであった
75 Kap. 2, S. 8-15/Kap. 3, 15-18. ノート
76 Reinhold Zippelius ノート
Prof. Erlangen-Nilmberg 
Kao. 20 Erkentniss & Entscheidun2 
77 S. 8-9 2. Kao. ノート
78 Kao. 4 18-24. ノート
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79 Kap. 3 Rechtstheorien des philosophischen ノート S 15-18. 
Positivismus 
80 Kap. 5 弁Z正法論的法律理論 ノート
81 vn 終 ノ ート S.28-52
82 R. Zippelius ノート
VI Die Freiheit. ノー ト S 151-168. 
Kap. 26 Die rechtlichc Freiheit 
83 Reinhold Zippelius ノート
I. Das Wesen des Rechis 封筒入
Kap. l -Kap. 5 （封筒そ！？き）
84 ( III Die M山 ノ ー ト
( l 76(Zippel ius）ー 1 77 ファイ Jレにとじてある
85 (Zippelius と記した空封筒）
86 Lask 説 ノ ート l枚と袈表紙のみ
87 Dr. Hermann Klenner ノ ート
法の本質に関するマルクス＝レーニン主義
I.A 1954 
88 Dr. Hennann Klenner 1954 l.B. ノート
89 Dr. Hermann Klenner ノ ー ト
Der Marxismus-Leninismus Uber 
das Wesen des Rechts. 日l
本間喜一ノート（Na90～98 バラバラに入っていたもの）
番号 年月日 文書名 形態 備考
90 Die ontologische Strnkt1r des Rechts ノ ート
Arthur Kaufmann I (I ト I[ トアリ）
91 Arthur Kaufmann I(1 ト IJ トアリ） ノ ー ト
92 A. Kaufmann 空封筒
「法ノ oniologisch 構造」 S . 470-508. 
93 Emge ノ ー ト s. 223-227. と S. 7-8, 13. 
Recht spbilo so1>hie
94 Reinhold Zippelius ノ ー ト
Das Wesen d巴SRechts 
95 （本寧ノ目的以下5項目） 便せん2枚
96 Erster Tei! ノ ート
Aufweis der W巴打e und Unwerte 
97 f. V. Hippe[ ノTラのノート 5枚
Existenz u. Ordnu叫（fiir E. Wolf) 封筒入
98 Gmndlagen Grundsiitze und ノ ー ト封筒入
Einzelnormen des Nat:tuT巴chi LI. 3冊一括
Hans Reiner Band l, Ul, IV. 
本間喜一ノート（Na99～136 別の箱にあったもの）
番号 年月日 文書名 形態 備考
99 （第一、 序説 l 本諮義ノ目的） ノ ー ト
JOO （（ ！）現行法上家トハ何か） ノート
IOI I . 公開講開設の辞 ノ ー ト l枚
102 労働法七条（旧十一条） ノ ー ト l枚
103 （主に近世の納税 ・ 金銭関係についてのノ ノ ー ト
ー ト）
104 Erlich Fechner, Rphi. ノ ー ト Ui3和43





106 昭和44 昭和44年度私法原理 ノ ート
L. T. Frolow. Kausaliat 
107 Wechselrecht I 7条 ノ ー ト
Staub Ia Arnn. l 6a-57c 
108 相続法 ノート
109 （十七条の講義などのノート ） ノ ート
110 ng平日 25.8 . 1 8 ( r局陵クラプ例会の通知） はがき l枚 No. 1 09のノートに
はさんであった
11 昭和25 親族法相続法講義案 ノ ート
l2 （夫婦関係についてのノ ー ト ） ノ ート No.JI l にはさんであった







115 第二条 ノ ート




I 18 昭和九年六月法官会雑誌 奥野健一
第十二巻第6号所11武
不正競争防止法に就て
119 親族相続法 ノ ート
120 第一議 ノ ー ト
121 （第一講）法律生活 ノ ート
122 後期時間割お知らせ No.12 1 にはさんであった
123 親族相続法（六回） ノ ート l枚：
124 2 親子関係 ノー ト
125 ④（離其婚他とノ親親子族関ニ係基に因っスしル制度 ノ ート
126 3て ） ノ ー ト
127 ②相続人ノ保護及被相続人ノ文ノ、相続人口 ノ ート
口者保護
128 会社法 ノ ート
129 曾社法（二） 株式曾社法講義（ー） ノ ート
130 舎社法（ニ） 株式会社（二） ノ ート
13! 改正商法草案 ノ ー ト
132 （有価証券などについて） ノ ー ト
133 商法総論（ー） ノ ー ト





番号 年月日 文哲名 形態 備考
137 DB平日32 手形法講義（大学院昭32年度） ノ ート
138 Einred巴 ノー ト
139 Jacobi Wp. ノ ー ト
Schwe1in 
140 Jacobi zum Wpbegriff ノ ー ト
ZfHR. Bd. 85, S.21-47. 
141 Das Wertpapicr als Sache ノ ート
Jacobi S. 21 M 
142 1ν巴rtpapiere v. 0. v.Gierke ノート
Deutschcs Privat.recht 
Bd. l S. I 03 f. 
143 引換証券論 ノ ート
Einl凸sungsm1pier
144 Vorlesung iber das ノ ート




148 （債権論のノート） ノ ート
149 （いくつかの法的問題についてのノ ー ト） ノ ー ト
150 十六候 封筒付
151 Quassoroski - Albrecht ノ ー ト
152 一．形式的資絡に関する総説 原稿用紙8枚
153 Artl6 Staub 一一 Stran日 原稿用紙 1 9枚
154 (P. Daude E. Daude, 1908 Einleit11g) ノート
155 Karl Adelmann ノ ー ト
Die Kraftloserklirung I 巻
156 Die Kraftloserklarung H巻 ノ ー ト
157 (Di児巴 Kむraft任ftlos詑悶e凱l此rkliiru山l No. 1 56にはさんであった










163 （法学のノート） ノート 163~ 167 ひも
で一括









番号 毎月日 文書名 作成 備考
168 昭和5.12 商行為法講義要領 東尽帝国大学教授
問中耕太郎
169 間和6.2 商行為法講義案 東北帝国大学
小町谷操三箸
170 昭和9.11 手形法及び小切手法講義（第一分冊） 東北帝国大学教授
小町谷操三著
171 昭和9.12 手形法及び小切手法講義（第二分冊） 東北帝国大学教授
小町谷操二著
172 昭和 IO.l 手形法及び小切手法講義（第二分冊） 東北帝国大学教授
小町谷操＝ 著
173 大正 15.6 商行為法第一部 本間教授講述
東京商科大学
174 昭和2 本間教授講述商法（後編）手形法（全） 東京商科大学
175 昭和4 本間氏述二年商法（総則舎社）第三巻 東京商科大学
176 昭和8 本間氏商法鱒則第一巻 東京商科大学
177 回和8 本間氏ー年商法（手形）第一巻 東京商科大学 1 同じもの
178 昭和8 本間氏三年商法（手形）第一巻 東尽商科大学
179 昭和8 本閤氏二年商法（手形）第二巻 東京商科大学
180 昭和8 本間氏二年商法（手形）第二巻 東京商科大学
181 昭和8 本間氏＝年高法（手形）第四巻 東京商科大学
182 昭和9 本間氏述手形法第一巻 東京商科大学
183 昭和9 本間氏述手形法第二巻高行為第一巻 東京商科大学
184 昭和9 本間氏述手形法第一巻高行為第一巻 東京高科大学









190 昭和25 日本国憲法講義要領（第分冊・完） 杢慶西本躍国重辰義二之塾講述191 日目和 23.12 商法（ー）（商行為法） 助著
大学通信教育教材
192 昭和9 海商法講義案第一分保（緒論編） 児玉正勝著
193 商法講義要目 片山義勝著
専褒局講習曾
194 昭和 13.12 日本器護士史講義案代盲人時代以前 角田幸吉著
書籍
番号 年月日 文替名 著者・発行 備考
195 選挙法（！） 河村又介著 日本評論社
新法学全集
196 選挙法（2）完 河村又介著 日本評論社
新法学全集
197 曾計法 清宮四郎著 日本評論社
新法学金集




199 公用負措法（2）完 美渡部達吉著 日本評論社
新法学全集
200 外地法 松岡修太郎著 日本評論社
新法学全集
201 昭和 12.8 文化行政法（1) 中村瀬二次箸 日本評論社
新法学全集
202 E百平日 12.9 文化行政法（2) 中村輔ニ次著 日本評論社
新法学金集
203 昭和 12.10 文化行政法（3) 中村藤二次著 日本評論社
新法学全集
204 昭和 12.8 刑事補償法 瀧川幸辰著 日本評論社
新法学全集
205 昭和 12.9 商工業組合法 後藤清著 日本評論社
新法学会集
206 昭和 12 （「新法皐全集」のファイルとカバー3点） 日本評論社
新法学全集
207 昭和 12.12 調逸商法［皿］株式法（ 1) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫箸 有斐閣現代外
国法典叢書
208 昭和 13.1 濁逸商法［III］株式法（2) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫・ 有斐閣現代外
大橋光雄箸 国法典叢書
209 昭和 13.2 濁逸薦法［III］株式法（3) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫・ 有斐閣現代外
大橋光雄著 国法典叢書
210 昭和 13.3 濁逸商法［ III］株式法（4) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫・ 有斐閣現代外
大橋光雄著 国 叢書
211 昭和 13.4 濁逸商法［回］株式法（5) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫・ 有 現代外
大橋光雄著 国法典叢書
212 昭和 13.5 濁逸商法［日日株式法（6) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫・ 有斐閣現代外
大橋光雄著 国法典叢書
213 昭和 13.7 調逸商法［凹］株式法（7) 大間健一郎・大橋光雄・八木弘・ 有斐閣現代外
大森忠夫著 国法典叢書
214 昭和 13.11 濁逸商法日II］株式法（8) 大隅健一郎・八木弘・大森忠夫著 有斐閣現代外
国法典叢書
215 昭和 16.6 英米法［皿］流通謹券法（4) 中山正箸 有斐閣現代外
国法典叢書
216 昭和 16.8 英米法［皿］流通謹券法（5) 中山正著 有斐閣現代外
国法典叢書
217 昭和 16.12 英米法［国］流通謹券法（6) 中山正著 有斐間現代外
国法典叢書
218 昭和29 高法手形・小切手一 石田照久著 弘文堂法律事
講座
219 昭手口29 商法手形・小切手一l[ ・完ー 石田照久箸 弘文堂法律挙
講座
220 昭和7.3 保険ノ電ンフレツト商事 II法の現勢 米谷隆三著
附．濁逸株式会社曾社法草案 保険評論社版
221 大正 11.6 手形法便覧 改訂九版大正15年
附録抜苦言長及試験問題一斑 東京文信社
法 模範便覧叢書第 14編
222 大正 15.2 商法書入用 大同 編輯部
223 昭和4.12 註解民事訴訟書式集 金津 巌松堂書店
224 大正4.9 保険法奥附 17版・大正15年
松本恭治箸巌松堂
225 昭和9.10 保険法要論 4版・昭和 17
大演信泉著康文堂書店
226 昭和 14.1 有限曾社法 大 者有斐閣
227 昭和 14.9 岩波版六法全書増補 岩 、法全書附録
昭和十四年度新法令
228 昭和 18.l 昭和十七年度刑事破毅判決集 鍛谷利一著
229 昭和21.3 国際聯合憲章 朝日新聞欧米部訳
230 Rechts und Wirtschafts Wissenschaften Julius S1Jlinger 
231 昭和2.3 社舎鰹済憧系5 B本評論社
232 昭和2.4 社曾経済盟系6 8本評論社
233 昭事日 14.9 政治挙要綱 水谷吉蔵著叢文閤
234 昭和 15 ドイツの政治と経済 シャハト著阿部泰夫訳慶応
書房




236 昭和21.9 静謹法入門 ベ・ゴーレフ著・蔵源惟人訳
栓曾書房
237 昭和21.12 絶対矛盾的自己同一 柳田謙十郎著
西田哲学髄系第四冊 大東出版社
238 日百平日 21.3 再建日本の構想 堀岡米良吉著
機械製作資料社刊
239 昭和25.4 暴力のペン 保科義英箸『不正な百論から人
附．不正な言論から人権を守るには 権を守る会』創立準備会発行
240 昭和27.8 巣鴨の十二階段 陸軍中将岡田資遺稿東E書
一戦犯処刑者の記録ー 房
241 大正6.3 人間高事嘘ばかり 浮寛叢書陸来社書房
242 大正 13.11 死刑囚の人生観 中西伊之助著越山堂
243 昭和2.3 隠れたる事実 日本裏面史 第5版・昭和3
北村治＝郎内外出版協会
244 昭和3.8 隠れたる事実革命裏面史 第5版・昭和3.Jl 藤沢甚ー著
内外出版協会
245 昭和6.5 神秘生れ月と運命 藤本哲人著太陽社書店
246 昭和 15 四億高の御客様 後藤朝太郎著明光堂書店
247 昭和20.2 外人の観た日本 新日本建設叢書第l輯武野藤
介著洋々社
248 昭和23.1 朝鮮はどうなる 山川直夫著東尽情報社




252 昭和4.8 函碁定石全集 雁金準・高部道平・藤原七司著
国角柱
253 日召手口 7.10 園碁初段になるまで 久保松勝喜代箸誠文堂
254 昭和23.12 審議費典必勝手筋の研究 前回陳爾著壮光舎
255 大正 10 模範日本地図 東京開成館
256 NEW MAP OF JAPAN NIHON-KENKYUSHA 
257 BBfl日 25 第五回国民体育大会豊橋会場 国民体育大会パンフレット
258 昭和 15.8 支那現代文選 買藤恵秀編註文求堂書店
259 児童故事第四集 上海大東書局
260 日召手口 30.5 聖地延安失われし祖国よ・青春よ 司馬瀦著矢内茂訳生活社





264 昭和32 REPORT ON ASIA STUDIES UNIVERSITY OF CALIFORNIA 
265 奇跡のお茶事件 チャータリス著黒沼健訳新
潮文庫
266 A BOOK OF FAMOUS POEMS 東京・千代田・女子学院の印あり
267 昭平日 33.1 私の履歴書 岩医寅造著 日本経済新聞社
268 昭和55.5 石田和外遺文抄 発行者石田恭子・量久
269 昭和55.5 石田和外遊文抄 発行者石田恭子・量久 No.268 と同一
270 間和56.5 石田和外追想集 石田和外追想集刊行会
271 昭和58.10 評伝栗本祐一先生 学校法人栗本学園発行
272 明治41.7 松屋筆記第一 編輯・発行
273 明治41.10 松屋筆記第ー 国書刊行会代表市島健吉




277 昭和2.5 変態仇討史会 北原北明著
文芸資料研究会和装本
278 昭和3.7 加賀本多家義士録 緩纂・発行渋谷元良葵国会
279 明治43.3 赤穂義人纂書第一 編輯・発行
280 明治43.6 赤穂義人纂書第二 画書刊行会代表早川純三郎
281 明治44.6 赤穂義人纂書禰斑
282 明治5 赤穂義人録補正宣伝 鳩巣室著園枝惟照補E 和装
283 明治5.9 赤穂義人録補正坤 本
284 昭和 17.1 赤穂義人研究 笹川臨風著大東書館
rK. Honma, 1954J の記あり








290 昭和33.3 中華民国労働法令集［外国労働法令集XI] 国立直会図書館調査立法考査局
労働省大臣官房労働統計調査部
辞書・名簿
番号 年月日 文書名 川著者・発行等 備考
291 昭和4.10 最新調和法律経済辞典増訂六版 井上旬？治著東海堂
292 昭和29.12 事生六法全書昭和二十年版 未川博編著
岩波書店
293 1925 熟語本位英和中辞典［改訂版］ 斉藤秀三郎著
正則英語撃校出版部
294 昭和4.4 受解濁和小辞典 片山正雄著
南江堂書店
295 回和28.4 岩波独和辞典増補版
296 回和43.2 中日大辞典 愛知大学中日大辞典編纂処編
297 昭和23.7 裁判所・法務鹿・検察鹿・司法事務局職員 司法事務研究会発行
名簿
298 昭和24.9 裁判所・法務府・検察麗職員録 法曹会編纂
299 昭和33.9 裁判所・法務省・検察庁職員録 法曹会編纂
最高裁関係｛雑誌は事務総長の印のあるもの）
番号 年月日 文著名 著者・発行等 備考
300 昭和21.10 日本国憲法 弓法省 No.300～310合冊
301 昭和22.3 第九十二回貌帝裁判画外所議曾法裁判通施防過行庁法法句法施・検行関係令察麗法律法集 司法雀302 昭和22.3 裁判所法・ 司法省
303 昭和22.5 民刑事月報 司法省
304 昭和22.5 民事月報裁判所法施行令略解 司法省民事局
305 昭和22.3 民事月報貌外 司法省民事局
日本国憲法の施行に伴う民法の態急的措置
に関する法律理由書
306 昭和22.3 民事月報競外 司法省民事局
日本国憲法の施行に伴う民事訴訟法の臆急
的措置に関する法律理由
307 昭和22 日本国憲法の施行に伴う刑事訴訟法の腰急 司法省民事局
的措置に関する法律
308 昭和22.7 民事月報 罵法省民事局
日本園憲法の施行に伴う民事訴訟法の躍急
的措置に関する法律解説
309 昭和22.7 民事局報 司法省民事局
出生・死亡屈の完全性調査について
310 昭和22.5 民事局報 司法省異事局
311 
登裁記判所・戸法籍の等一の宮事務の新しい取扱いについて部を改正する等の法律案 昭和24.1.1 から施行
312 間和24.5 新刑事訴訟法及び刑事訴訟規則に関する間 最高裁事務総局刑事局刑事裁
答並びに通達集 判資料第25号
313 間和24.6 全国刑事裁判宮会同議事要録 刑事裁判資料第34号
314 昭和24.7 少年保護をめぐる青年学徒の運動 最高裁事務総局家庭局
315 昭和24.6 家庭裁判月報（第四号）
議轟襲撃事喜316 昭和24.8 司法統計月報317 昭和24.9 司法統計月報318 昭和25.11 家庭裁判月報（第七号）
319 昭和25.1 法曹時報第二巻第一誠 法曹会
320 昭和25.l 法曹時報第一巻第一誠 法曹会 ぬ319 と問一
321 昭和39.5 法曹時報第十六巻第五号 法曹会
322 昭和39.8 臨時可法制度調査会意見書 自毎待司法制度調査会
（法曹略報第十六巻第八号店店冊付録） 護主究会有323 昭和24.3 法律事報第21巻第3号324 昭和24.12 法律事報第21巻第 12号325 昭和35.7 法律事報第32巻第9号326 昭和24.1 判例研究第一巻［昭和一十一年度1
327 昭和24.5 検察月報第二号 法務庁検務局部外秘
328 昭和22.12 新経済月報第一巻第五・六号 司法省刑事局極秘 No.328～331合冊
329 昭和22.11 新 月報第一巻第七号 司法省刑事局極秘
330 昭和22.12 新 月報第二巻第八号 司法省刑事局極秘
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331 昭和23.1 新経済月報第一巻第九号 司法省刑事局極秘
332 昭和23.2 新経済月報第一巻第十号 法務庁検務局極秘
333 昭和 23.4 新経済月報第二巻第十一号 法務庁検務局極秘
334 昭和 23.1 新経済資料第五号 司法省刑事局部外秘
経済犯罪に於ける求刑科刑の宜謹的研究
（第一編）
335 昭和 23.2 新経済資料第六号 法務庁検務局部外秘
石炭関係行政第一次臨査報告
336 昭和23.4 新経済誌t座第二号 法務庁検務局
昭和十九年法律第四号経済関係罰則ノ護保i
ニ関スル法律の一部を改正する法律解説
337 昭和23.6 新経済講座第四披 法務庁検務局
米国の独占禁止法の沿革について
（公正取引委員会委員芦野弘氏講演要旨）
338 昭和22.11 法撃協合雑誌； 第六十五巻第四競
339 日召和 23.8 法挙協曾雑誌第六十六巻第二貌
340 日百平日 24.6 法事協曾雑誌第六十七巻第一統
341 昭和24.8 法事協曾雑誌第六十七巻第二競
342 11B羽124.10 法挙協曾雑誌第六十七巻第五統
343 H召平日 24.12 法事協曾雑誌第六十七巻第六挽
344 昭和25.1 法事協曾雑誌第六十八巻第一披
345 H百平日 53 行政事件裁判例集 第一十九巻第十号 最高裁判所事務総局
346 昭平日 27 吉田書翰の解釈と英水兵事件 山下康雄者 ⑫ 
347 HB干日 22.11 海外政治資料6 ソ連の選挙法と運営 態法普及会発行
348 昭和 23.1 社曾 雑誌鎌倉文庫最高裁事務局
秘書課の印あり
349 目白和 23.2 人間 雑誌鎌倉文庫
350 昭和 23.6 通貨安定期の財産対策 実業之日本別冊一統
351 昭和 25.1 自由に死す 中央公論第六ト五年一号別冊付
河合栄治郎法廷闘争記 録社会思想研究会編
352 昭和23 裁判所法の一部を改正する等の法律 No.311 を修正したもの No.352～362合冊
353 行政事件訴訟特例法案 最高裁事務局行政部
354 昭和23.3 少年審判規則説明書 最高裁事務局刑事部






357 昭和22.8 海外政治資料4 ユネスコに就て 慾法普及会
358 昭和22.3 地代家賃統制令関係法令集 物価庁第五部不動産課
359 民事裁判資料第ー蹴家庭審判法規の概説 最両裁事務局民事部




362 日百平日 22.10 刑法の一部を改正する法律 司法省刑事局






番号 年月日 文書名 発行 備考
364 昭和3.3 法文論議第二巻第一統 九大法文会学芸部
365 昭和3.12 法文論議第一巻第一読 九大法文会学芸部
366 昭和4.3. 法文論叢第二巻第一読 九大法文会学芸部
367 H百平日 7.12 法文論叢第十統 九大法文会学芸部
368 昭和8.6 法文論叢第十一蹴 九大法文会学芸部
369 H百平日 9.7 法文論叢第十六蹴 九大法文会学芸部
370 昭和 10.2 法文論議第十八鋭 九大法文会学芸部
371 昭和 10.12 法文論叢第十統 九大法文会学芸部
372 日百平日 17.8 法文論叢第二十一統 九大法文会学芸部
373 日百平日 18.9 法文論叢第一十一読 九大法文会学芸部
374 昭和 IO.I 法皐志、林第一十七巻第一致 法政大学
375 昭和 10 法撃志林第一十七巻第ー競 法政大学
376 日召手口 10 法撃志林第一十七巻第四競 法政大学
/62 
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377 自G手口 10 法事宏、林第一十七巻第五銃 法政大学
378 自百平日 10 法事志林第二十七巻第六競 法政大学
379 昭和 10 法事志林第一十七巻第八競 法政大学
380 昭和 10 法撃志林第二十七巻第十一競 法政大学
富井政筆先生追悼放
381 H百和 10 法事志林第二十七巻第十二競 法政大学
382 ijfl平日 lI.I 法皐志林第一十八巻第一蹴 法政大学
383 日百平日 11.2 法翠志林第二十八巻第二鋭 法政大学
384 日召平日 l1.5 法事志林第ー十八巻第五競 法政大学
385 昭和23.1 月刊判例第一巻第一蹴 法律新報社
386 H召和 23.2 月刊判例第二巻第二鋭 法律新報社
387 昭和23.3 月刊判例第一巻第二競 法律新報社
388 目白手II23.3 月刊判例第一巻第一統 法律新報社
389 llH干日 23.4 月刊判例第一巻第四競 法律新報社
390 ll百平日 23.11 月刊判例 第二巻第七・八合併披 法律新報社
391 Hfl手日 24.1 月刊判例第四巻第一統 法律新報社
392 日目平日 23.11 法律新報第七五O貌 法律新報社
393 昭和2411 法曹公論第五十巻第一競 日本弁護士協会
394 昭和34.2 法曹第百号 法曹会
395 昭和36.7 法曹第百一十九号特集ニ務！吉tr長官を 法曹会
しのぶ
396 昭和 38.3 法曹第百四十九号 法曹会
397 昭和38.5 法曹第百五十一号 法曹会
398 昭和 39.9 法曹第百六十七号 法曹会
399 昭和 34.5 法曹総索引第一号～第百号 法曹会
400 昭和 15.3 哲事年報第一紛 九大哲学研究会
401 昭和21.6 日本週報ー十六十九合併競 日本週報社
402 BB平日：26.3 日本週報第 171 批 日本週報社
403 II百平日 26.2 同行 同行社
404 昭和 26.5 同行 同行社
405 昭和39.3 経済学研究8 一橋大学研究年報
406 昭和38.6 Bulletin dcr lnternationalcn 
Juristen-Kommission Nr.16 
407 昭和 38.12 Bulletin dcr lnternationalen 
Juristen・KommissionNr.17 
408 llf!和 39.5 Bulletin dcr Jnternationalcn 
Juristcn・KommissionNr.19 
409 11討和 39.12 Bulletin der Internationalen 
Juristen-Kommission Nr.21 
論文銀き刷り
番号 年月日 文書名 発行 備考
410 昭和2.10 「身分より契約へ」の公式に対するー管見 中川善之助
411 昭和5.7 商法一般に於ける保険法の地位 米谷隆一
412 昭和7.1 商法改正要綱ーその第一編に就いてー 野津努
413 昭和 7.9 保険の社合性と園間性 田中耕太郎
414 昭和7.11 法定t条件論 ー瀦イ言一
415 B1:H日 9.12 商法に於ける分業と責任 田中耕太郎
416 ｜！百平日 10.2 海商法の自主性と特殊性 田中誠一
417 昭和 10.3 華僑之研究（逼縫之部） 上智大学経済研究所調査報告
418 ar,平［］ 10.7 株式曾社に於ける定款規定 松本悉治
自由の原！”と共例外
419 H召和 10.6 船舶謹券に基く遊券責任に関する若干の考 田中誠一
察
420 H百手口 10フ 船荷謹券上の不知約款に就て 田中誠二
421 H百平ll 10.10 航空統計並に航空事故統計の研究 大林良一
422 日召和 11 株式失権手続の一考察 松田二郎
423 昭和 11.7 海上先取特権抵首権統一保約案概説 大橋光雄
424 昭和 11.8 1濁逸に於ける小賀商統制政策の動向 深見義一
一小賀商保護法を中心としたるー研究一
425 H召和 11.11 七を貫〈 乾政彦
426 昭和 13.7 園際法翠の移入と性法論 大平善梧
427 昭和 13.7 氏名櫨を論ず 村上秀二郎
428 H召手n 13.to 文書II事嬰と国際聯盟 大平善梧
429 H召干[126.1 輪中地域の村落共問題とその嬰動過程につ 川｜越浮二
いて一通婚関係からの考察ー
430 日百手日 27.7 在韓日本資産に対する請求権 山下康雄
431 目白平日 27.12 実務としての法律学 松田二郎
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439 都占有と取得H寺効の要件と しての権利行使 薬師寺志光
440 建物の譲受槍保椴者と被保険利益移碑登記 金平幹夫
手舶来了の建物に釣する火災保険契約
441 商法改正法案批評 ・ 商法改正要綱概評 島賀陽然良大橋光雄大森忠 14冊合冊
（ー） ・ 商法改正法案を評す（一）～（－＝） 夫八木弘
その他各種
番号 年月日 文書名 形態 備考
442 日百和 23. 1 2 愛知鯨学校関係法令集全 愛知県教育委員会事務局編
443 昭和24.6 私学事報特報第三鋭 日本私中高連事務局
教育職員免許法 No.442 にはさんであった
444 （昭和25)3 （後期試験をうけなかったことについて事 愛大教務課あて
俗説明のはがき） 予科3年A組53都築凡夫
No.442 にはさんであった
445 昭手口36 私立大学関係国家予算対策運動の経過説明 社団法人 日本私立大学連盟
446 日召和40. l 合報第一号新春特総 第二東京弁謹士会
447 昭和41.3 創立四十周年記念会話； 第二東)jt弁護士会
448 H召;f!J37 . 12 THE MONTHLY BULLET応JOF THE 表紙のみ
上UTOTSUBASHl UNIVERSITY LIBRARY 
NO. 12 
449 昭和38. 1 2 THE MONTHLY BULLETIN OF THE 
HITOTSUBASHl UNIVERSITY LIBRARY 
N0.12 
450 昭和39. l THE MONTHLY BULLETIN OF THE 
HlTOTSUBASl-Il UNIVERSITY LIBRARY 
NO. I 
番号 年月日 文書名 備考 差出 ・ 作成 宛先
451 本問先生関係クリアーブック
① 昭和20.12.18 （東亜同文智院関係士宮筒） 東亜同文型院の内地 東亜同文書院大 本間登亀
での存廃に閲して 学事務所
斎伯守
② 昭和 1 4 .9.9 日本製鍬株式会社社葬 湯川竹ニ葬儀執行
順序
③ ng平日 l1.6.8 僻令通知｛耳 東示商科大与 教授本
間喜一
④ 昭和 （賞興に関する証書） 活信省 嘱託員
13.12.20 本間喜一
⑤ 日百手口 1 4.9 .3 富士見IIIJ教曾合報 富士見町教曾
@ II百手口 1 4.9.3 週報 代々木福音教舎
⑦ H召平日 21.12 . l ，..干土見IJIJ教曾曾員名簿 富士見IIIJ教曾
③ ng手口 ll.8.25 歴:m 本問答一
⑨ H百平日 11.9. l 歴'!Lt 本間喜一
⑩ 日百平日 11.12.18 :n;昆に閲する証書） 滋信省 本間喜一
⑪ lltl平日 12 .6.1. （給興に閲する証書） 遁イ言省 本間喜一
⑫ 報告 下~tき
⑬ 昭平日 1 2.9.22 （法律事務の委託書） 東泉信用保護組 本間喜一
メr:.;..コ
⑪ 昭和 1 3.4.l （高等商業部講師嘱託書） 法政大学 法学部教
授
本間喜一
⑮ 日百平日 15 .3.28 （賞興証書） 遜信省 本間喜一
⑮ 昭和 15 .3.28 逓信官吏練習所民法教授嘱託解任証書） 遜信省 本間喜一
@ 金銭消費貸借契約謹書
⑮ 契約哲 第 l案 ・ 第2築
⑮ Rt!平日 1 5. 1 0.3 1 身分譲明哲 泰治洋行の社員であ 在北尽総領事 本間喜一
る こ との詮明 土田虫
@ 写真
@ 受取証 封筒付 本間喜一
@ 曽我子爵推薦の件重要書類 封筒付 質族院議員 本間喜一
164 
本間喜一興係資料
@ （書館） 4通 一淵忠彦 本間喜一
@ 2.5 （書簡） 東亜同文書院大 本間喜一
学事務所
斎伯守
@ 2.4 （書簡） 東亜同文書院大 本間喜一
学事務所
斎伯守
@ 問和2.8.7 （書簡） 三淵静 本聞とき
子
@ 4.23 （はがき） 神山長輔 本間喜一
@ 昭和21.2.5 精算人推薦ニ瞬スル件 東亜同文曾理事 本間喜一
長一宮房治郎
⑮ 委任状 泰治洋行関係2通
⑩ 1936.8.20 （写真4点） 封筒付家族の写真
'/J> 
@ （封筒のみ）
@ 昭和 17.2 東E専門拳校要覧 東E専門事校
@ 昭和 16.5.1 東E専門拳校開校式案内 封筒付 東E専門事校長 本間喜一
菊池武夫
⑩ 4.17 （はがき） 本間喜一 本間登亀




@ 昭和 19.12.20 （書簡） 磯溢卓三 本聞とき
子
@ 3.20 （書簡） 小村病院 本間喜一






@ 昭和 17.3.28 （はがき） 長崎歌子寺嶋 本間萱亀
時子 子
@ 昭和 17.9.29 （書簡） 女子経済専門学 本間登亀
校劉嫡淳 子
@ 8.2 （書簡） 植村環 本間登亀
子
@ 1931.6.13 （書簡） 本問先生写真同封 垣本盛口 本間登亀
子
語霊童j@ 昭和 19.9.8 麹町税務署 磯溢馨次@ 家関係@ 家関係
⑮ 戸籍謄本 磯遊撃次 東尽都神団長
⑮ 赤い布 御包紙殿付場の富士@ （絵はがき）
@ （切紙）
@ 昭和 16.11 （封筒のみ） 留畢生友遍舎績
張後援曾
@ 日百平日 20.8.7 小為替矯護替 封筒付 本間登亀
(!,4) BB平日 22.5.8 新聞切猿「社説」 宗教界の覚醒
@ H召手022.5.3 新しい憲法明るい生活 憲法普及会
@ 新聞切抜『皐生兵の手記J 名刺多数挟んであり
@ 大正6.11.23 （はがき） 小池熊吉 本間喜一
@ 大正4.12.19 （はがき） 小池熊吉 本間喜一
@ 明治44.8.22 （はがき） 小池熊吉 本間喜一
@ （書簡） 小池熊吉 本間喜一
@ 間和 18.12.2 （はがき） 本間忠彦 本間喜一
@ 1951.11.5 （書簡） とき夫人、展子氏、 ニルソン 本間登亀
昌二郎氏の三人の写
真同封












@ 昭和 27.7.9 東Jr,.都電話・番蹴簿改番追録 東京都市電気通
信部
















463 （スクラップブック 讃美歌など） 二年本間昌一
民日
464 通信符蹴盤 和田新二郎考案 東横百貨店文房
具部
465 1952 路の光 富士見町教曾
466 昭和8～ 13 （新聞記事 スクラップフV ク）
ごろ
467 昭和 12～ 14 （新聞記事 スクラップブック）
ごろ
468 HB干口 27.5.1 YWCA 
~27.7.1 
469 昭和26.1.25 YWCA ノ号ンフレット 日本キリスト教
女子青年会
470 中国絵業者 未使用









476 昭和23.1 l 目 13 （東京裁判関係新聞） 9点
477 （泰治洋行関係ファイル）
478 判決文（裁判所関係） 本間訊補
479 昭和 lI （東ぷ商科大学紛糾事件関係）












489 昭和 18.4 （献金協力願） 日本基督教園
植村環




491 昭和30.11.l （入塾申込書） 豊橋市小池町
山口一典
492 昭和37.9.13 毎日新聞 r自本の農村』
493 （メモ、天野末治氏の事務所・自宅住所）




497 1962.10.10 新日本婦人の会準備会連絡ニュース 新日本婦人の会
準備会
498 昭和26.7.5 社舎と教育 愛知勝教育委員
舎
499 1962.12.15 松川通信第 II l 号 松川通信発行所
500 1951.8.18 愛国新聞 愛園新聞社
501 1953.10.1 才能教育 才能教育研究会
本部
502 昭和26.8.28 講和新聞 43号 全面講和愛国運
動協議会




505 襲撃… 年末労働攻勢506 1954.2.15 前進座507 1953.1 汚報地15 現代中国学会
508 婦人公論二月続「官官線唯一の婦人従軍記者 婦人公論特派記者 （備考）小岩井多
として決死の従軍六カ月 山岸多嘉子 嘉子夫人
509 昭和 看護承認申詩書・診療担当医の意見 療養者は小岩井湾 東京大学附属病
33.11.30 院
510 （小岩井学長の死後の夫人の追悼文） J 
5ll （絵薬害4点） 圏内のミッション系
大学の絵葉書
512 昭和43.l.l （年賀状） 東京小出康一 本間喜一
513 ｛（盟新国聞切霊童抜コピー「本はなぜ高い？ 1) 
514 『夕閑語J 自由に遊べ今日出海）
515 1962~ 1964 （豊橋ロータリークラプ関係ファイル）




519 （昭和29.4.1 のカレンダー） 日めくりカレンダー
の l枚
520 昭和35 （不法行為領害賠償関係） 袋付
521 （法曹時報、陵高裁判所判例集などの不足
号目録）
522 co 昭和22.6.25 （書簡） 1 この2点関係あり 本間忠彦 本間喜一
② 熊毛 2比毘~J重h賃借家屋ニ関スル件
523 惇：事 講義用か 本間喜一
524 （地
525 （地図）
526 昭和 14.12 北京遊楽観光市街展図 かぱん付 大場地理準教授
白眉初大日本帝
国人松湾聖








531 昭和 17.10.17 感謝状 l 一括 逓信同窓舎長 本間喜一三好喜敬
532 （山洲根津一先生肖像） 布製 J
533 すずり




536 昭和23.10 新制大撃の普及と専門皐校 全国私立専門事
校協合




539 第 17回愛知大学園祭参加講演と語劇と 内容紹介
映画の集い




543 （受領証及び図書帯出カード） 愛知大学図書館 本間喜一
544 昭和 38.2.9 （薬師岳遭難に際しての書簡をタイプした 杉本光作
もの）
545 1951.6.28 （書簡、英文タイプ） 中国関係出版物につ JOHNH 本間喜一
いて SLAGLE 






547 1953.4.25 （書簡英文タイプ） 小岩井氏がアメリカ 愛知大学学長 Mary. C. 
へ中国研究のため出 Wright 
かけることについて
548 ① 昭和25 （林毅陸学長退職の挨拶状写し） 林毅陸
② 昭和25 （本間喜一先生学長就任の挨拶状写し） 本間喜一
③ 昭和25 愛知大学の現況について 本間喜一
549 Hi':1和 25 （昭和 25年度卒業見込者の新規採用瀬い） 就職関係 本間喜一
550 日百平日 25.10.12 理事会議事録 愛知大翠
551 昭和25.11.20 （マッカーサ一夫人から小岩井夫人への手 日本語訳3点、英文 マッカーサ一夫 小岩井多
紙） 2点同封 人代理 嘉子
シドニー・エル・
ハツフ大佐




555 II百平日 25.12.6 議案第二統 自昭和二十五年十二月 実行
濠算書 至昭和二十六年＝月
556 昭和一十五年度就職斡旋常任委員名
557 昭和25 ごろ ｛女子短期大学部 自的及び使命について）
558 昭和26.1.17 学校法人愛知］大学寄附行局 評議員名簿挟んで
ある表紙に本間氏の
印あり
559 日召手口 26.1.17 事校法人愛知大壁寄附行鋳




561 昭和26.2.9 （ロックフエラー氏寄附問題についての手 トーマス・ L· 本問先生
紙） ブレイクモア




564 日召平日 26.7.11 （議案第4号昭和26年度第2期実行予算） 愛知大学理事長
565 日百平日 26.7.11 （議案第3号評議員推選） 理事長本間喜
一
566 昭和26.7.11 （議案第2号理事・監事の推選） 理事長本間喜



















578 間和26.7.23 工事経歴議 藤城工務店
579 醜議襲撃計画 愛知大学580 昭和27.1.25 愛知
581 昭和27.4.1 愛知
582 ① 昭和27.4.10 間和
② 昭和27.4.10 昭和二十六年度卒業者就職状況一覧表
583 昭和27.5.31 所報 No.3 愛知大学綜合郷
土研究所
584 昭和27.10.5 所報 No.4 ・ 5 愛知大学綜合郷
土研究所
585 ① 昭和27.10.8 Far Eastern Survey No. 14 1封筒付 Fareastem Survey 本間喜一
② 昭和27.10.8 Book News from Oxford Universitv P問ss
586 昭和27 愛知大学特待生規程（案）
587 昭和28.2.1 愛知大学中部地方産業研究所規程（案）
588 12.11 12月 11 日文学部教授会
589 ｛メモ）
590 ｛書籍メモ）
591 昭和27.11.1 （はがき） 小笠原長晴 ー浦良一
592 昭和27.11.29 （書簡） 封筒付 仲上忠一郎 ー浦良一
593 昭和27.12.13 （書簡） 封筒付 仲上忠一郎 ー浦良一
594 昭和27.1229 ｛書簡） 封筒付 一係綾子 本間喜一
595 昭和28.1.6 （書簡） 封筒付 一保綾f 本間喜一
596 閉和28.1.10 （書簡） 封筒付 仲上沖一郎 本間喜一
597 昭和28.1.18 （書簡） 封筒付 一保雄司 本間喜一
598 1.23 （書簡） ー浦良子 本間喜一
599 昭和28.2.27 （書簡） 封筒付 ー浦良子 本間喜一
600 昭和28ふ3 （書簡） 封筒付 一浦良子 本間喜一
601 昭和28.3.11 （書簡） 封筒付 ー浦良子 本間喜ー
602 昭和28.3.13 （書簡） 封錆付 ー浦良子 本間喜一
603 昭和28.3.21 （書簡） 封筒付 一保雄司 本間喜一
604 昭和28.3.23 （書簡） 封筒付 一線維司 本間喜一
605 問和28.3.29 （書簡） 封筒付 一浦良子 本間喜一
606 昭和28.4.30 （書簡） 封筒付 石田慾次 本間喜一
607 昭和28.4 （封筒のみ） 仲上忠一郎 本間喜一








611 （土地に関する覚） r ,J、野』. r大林」とあ
り
（※No.591～611 一括・袋付、さらに、 No.578～611 一括袋付）
612 1950.8.15 新華月報八月械 新華月報社出版
新議書店発行
613 1950.10 新華月報十月続 人民出版社
614 1951.11 新華月報十一月競 人民出版社








620 ① 昭和 27.3.31 （議案第 l号昭和27年度歳入出予算）
② 自召平日 27 議案第一号 昭和一十七年度特別会計校地
校舎抑下基金収支予算
③ 昭和 27.3.31 議案第一号給輿規程一部改正に関する件
621 昭和27年度収入・支出（各課要求予算）集
計表
622 自召平ll27.7 教育の問題としての学生運動 文部省
623 AB和 27.12.6 （学友会費関係） 古井義照他
624 ① 目百平日 27.8.15 私翠時報
~30.5.11 ひもで一括
② 日百平日 29.2.11 愛知将私製時報
~ 30.1.11 
625 昭和 28.2 神も悲泣し給う亡国的血盟と世界絶無の大 日本水力工業株
犯罪 式会社社長加
藤金次郎
626 日百平日 28.3.23 （大学院設置認可申請書の訂正補足） 本間喜一 文部大臣
岡野清家




④ 昭平日 28.4.17 学校法人愛知大学事業部設立要項（案）
⑤ 昭平日：28.4.17 愛知大学事業部収支予算書
628 昭手口 28目8 赤い教職員組合について 政治綜合研究所
安倍源基
629 昭和29.3 社会心理学における集固心意のさまざまと 愛知大学文学会、文 入谷智定
その批判 学論撞第九輯抜刷
630 ① 昭和28年度決算書
② 昭和 29 議案第二号名古屋校舎増築に関する件 ②は①に挑んであっ
たもの







637 H百和 32 財政状況報告書 会計課長
638 昭和33 昭和＝ト一年度備品什器目録
639 ① 昭和34.11.30 試算表
② 昭和34.11.30 収支予算差引表
③ E百干日 34.11 銀行勘定明細表
④ 目召干日 34.11 様替貯金勘定明細表
⑤ 昭平日 34.11 借入金勘定明細表
⑥ 昭和34.11 仮出金勘定明細表
⑦ I!召平日 34.11 仮受金勘定明細表
640 日百平日 35 昭和 35年度決算書
641 日召平日 35.12.25 職務規定
642 昭干日 36.2.4 （給与委員会議事録）
~ 2.23 
643 H百平日 36.2.4 （給与委員会関係）
H召平日 36ユ 18
644 昭平日 36.3.10 昭和一六・一・－o 給与審議委員会
645 ① H百干日 36.3.17 給与審議委員会
② RB手口 36.4.4 臨時給与委員会
③ 昭和36.4.10 給与審議委員会
646 BB手日 36.5.l 昭和一十六年五月一沼 給与審議委員会
647 昭和36 昭和一十六年度聴講者数調
648 昭平日 36 昭和 36年度特待生候補者名簿 豊橋・名古屋校舎



















660 日召手口 33 昭和一十九年度以降財政状況調書




664 ① 昭和29～33 学校収入に対する諸経費の比
② 昭和34～41 分校々舎建設した場合の予想
③ 負債償還可能額

















673 昭和34 客員専任教員及兼任教員手当 昭和34年
度予算計上分中推定執行額調査
674 昭和34.9.20 県下大学生数の推移
675 H百事泊 34.9.20 愛知大学学生数の推移 昭和25～昭和40、
但し昭和35年から
は推定










684 昭和34.4.3 年度別~：人年年件度度費歳歳比出入較予685 昭和 算案（資料） 司
686 昭和 算案（資料）
687 昭和34.4.11 年度別・受験・合格・入学者・現在籍者数 昭和32～昭和34
比較
688 昭和34年度歳出予算案（資料）
689 昭和34.4.13 年度別人件費比較 昭和32～昭和34
690 昭和34.4.13 昭和34年度予算編成資料 括
691 昭和34.6.l 中部日本新聞
692 昭平日 34.6.2 朝日新聞 大学の研究費に関す
る記事あり
693 （メモ）
694 昭和34.4.6 御通知 入学式開催通知 学長 教職員，
171 
愛知大学史研究（創刊号、 2007年）
695 ① 昭和34.12.31 試算表 、
② 昭和34.12.31 収支予算差引表
③ H百平日 34.12 銀行勘定明細表昭和34年 12月分
④ 昭和34.12 振替貯金勘定明細表昭和34年 12月分 2点あり
@ 昭和34.12 仮出金勘定明細表問和34年 12月分
@ 昭和34.12 仮受金勘定明細表昭和34年 12月分
⑦ 昭和34.12 借入金勘定明細表昭和34年 12月分 , 
① 昭和35.1.31 試算表
② 昭和35.1.31 収支予算差引表
@ 昭和35.1 銀行勘定明細表昭和35年 l月分
④ 昭和35.l 振替貯金勘定明細表昭和35年 1 月分
(@ 昭和35.1 仮出金勘定明細表昭和35年 l月分
@ 昭和35.1 仮受金勘定明細表昭和35年 1 月分
⑦ 昭和35.l 学友会費勘定明細表昭和35年 1 月分
@ 昭和35.1 借入金勘定明細表昭和35年 1月分
696 昭和35.1.21 第一十四（昭和三十四年度）法経学部教授会
決議録
697 1.21 昭和二十五年度法経学部経済学科開講科目 教授会決定
案
698 ① 間和35.3.ll 評議会 議題
② 昭和35 （昭和35年度入学志願者入学状況） 昭和35.3.ll の評議
会で報告されたもの
699 昭和35 （昭和35年度入学志願者入学状況）




703 昭和35.3.ll 評議会 No.698 一①と同じもの









































729 昭和31～41 （学生在籍数・入学者数・授業料収入に関 推算合む
する表）
730 昭和34～41 集計表 推算含む
731 昭和33～35 （授業料・入学金などの収入一覧）
732 昭和35～41 人件費財源と基本給との対比
733 昭和 35.4.1 （学生在籍数・入学者数・授業料収入表） 昭和31～昭和36
昭和 36 は推算
734 昭和 34～38 （メモ）
（※No.720～734 一括袋付）
735 学校法人愛知大学給与規定 2点、あり












741 llt訪日 35.11.7 新給与規定案に関する要望書 教職員組合黒 本間喜一
木三郎






⑤ （封傍） 「申し入れ書」とあり 愛知大学教職員
組合
743 諸大学給与種類表
744 H百平日 35 新給与規定案に対する意見
745 参考意見 給与規定改正につい 委員長
て
746 （議題メモ 5 点）





⑥ 昭和 35.7.31 収支漁算差引表




⑤ ng平日 35.8.31 収支橡算差引表
749 ① 昭和 35.11.30 試算表
② I 1 月分銀行勘定明細表、 11 月分振替貯金
勘定明細表
③ 11 月分仮受金勘定明細表
④ I 1 月分仮出金勘定明細表





752 目昭召手和口 35.12.4 評議会
753 昭和 35.12.10 評議会
754 ng;r口 35.12.15 県・市及び国の助成金増額要求について 愛知県私学教職
員組合協議会
755 ① 耳目和 35.12 試算表








756 昭和36.1.19 （学生自治委員会よりの申入れについて） 学長 評議会委
員
757 1.24 自治会総連合の関争宣言に対する意見 評議会赤松幹
弘
758 ① 昭和36.1.31 試算表
② 1月分仮受金勘定明細表






























775 昭和37 昭和37年度総合時間割l表 豊橋本校


























798 （昭和 37年度予算要求書） 体育研究室
799 （昭和 37年度予算要求書） 辞典室
800 （昭和 37年度予算要求書） 法経事部
801 （昭和37年度予算要求書） 中産研
802 （昭和37年度予算要求書） 就就古職職屋校斡斡舎旋旋課課分）（名803 （昭和37年度予算要求書） 名古屋校舎分
804 （昭和37年度予算要求書） 経営会計研究所
805 （昭和 37年度予算要求書） 科学館




























825 昭和37.3.31 （昭和37年度歳入歳出予算案） 、
826 －事務職員給与表）
827 数表 法学科















840 ① 日目手日 38.12.9 禁日辞典概算見積








845 昭和38.9.19 法経学部教授 豊橋校舎教室建設計
画本学の長期綜合
計画に関する件












847 12.25 （拡大評議会 会、教授会の議題｝
848 （評議会規定




851 昭和37.2.15 愛知大学拡充計画表（その 1) 営繕課
852 ① （昭和 37 カ） 払下内示価格 東海財務局
3.23 
@ 8年分割掛の場合の各年度支出額 東海財務局
853 ① （昭和 37 カ） 払下内示価格
3.23 
② 8年分割掛の場合の各年度支出額









857 昭和37.7.30 普通財産売払申請書 理事長本間喜 大蔵大臣
田中角栄
858 昭和37.8.10 附近見取図及建物配置図 愛知大学営繕
課
859 昭和37.9.21 愛知大学附近地価調 臨853 一③と同じも 大木
の2点













868 昭和37.4.1 愛知大学女子短期大学部父兄会会則 改正1 一括袋付
869 昭和38 愛知大学女子短期大学部父兄会名簿 .J 
870 昭和38 昭和二十八年度役員 女子短期大学父
兄会
871 1963.l 大学管理問題資料集 日本学術会議中
部地方区有権者
会
872 1963.2.5 公開質問状 ニ者協議会・授業料 各校舎夜間学生 教授会
値上げ他について 自治会
873 1963.3.4 公開質問状 ニ者協議会・授業料 各校舎夜間学生 評議会
値上げ他について 自治会
874 昭和38.3.7 「公開質問状」に対する回答 各校舎夜間学生 法経学部
自治会 教授会
875 1963.3.16 私達の見解 授業料値上げ、学長 各校舎夜間学生
辞任表明について 自治会






878 ① 1963.3.16 私達の見解 -. 各校舎夜間学生 本間喜一
封筒付 自治会




880 昭和38.5.1 愛知大学問窓会会報第3号 愛知大学同窓会
881 昭和38.3 愛知大学豊橋校舎新館 豊橋校舎4号館紹介
.，＂ ンフ
882 昭和38.6 名古屋校舎学生に関する報告 学生部委員会
883 1963.7 大事時報第五十四号 日本私立大学連
盟
884 昭和38 経営会計講座要項昭和38年度第7回 悶会計士、税理士試 愛知大学経営会
験準備講座 計研究所






889 昭和44.9.29 財政見通しと過去の分析に関する答申書 財政委員会 評議会








895 ① 回和45.3.12 会務委員会議事録昭和44年度第 13回
② 昭和45.3.20 昭和45年度会務委員会議事録第1 回
③ 昭和45.4.16 会務委譲第2回@ 昭和45.5.14 会務委 第3田
⑤ 昭和45.5.28 会務委 第4回








902 昭和45.6.25 訴験に代えるレポートの取扱いについて 教務課
903 昭和46年度資金収支予算案 1 一括袋付
904 46年度資金収支予算案 」








912 昭和46ふ22 監査報告書 l 一括袋付 等松・青木監査 愛知大学
法人
913 昭和45年度決算書 J 
914 昭和46.5.26 質問状 「斗う執行部」 rパリ 各校舎昼間部自 教養・法








917 目召平日 46.7.1 大学院委員会法・経研究科合同委員会 (7 ・ 8 ・ 9 回）
~7.22 
918 ① 昭和 46.7.8 昭和 46年度第8団法経学部教授会議事録
② 日百平日 46.7.15 昭和 46年度第9団法経学部教授会議事録
919 昭和46.9.6 大学院研究科大学院委員会合同委員会
第 10回
920 flti手口 46.9.20 組合ニュース 9.21 沖縄学習会に向
けて
921 ① 11?:l和 46.10.28 大学院委員会第 13 回一 l
② H百和46.10.28 法学研究科委員会 13-2 
③ 昭和46.10.28 経営学研究科委員会 13-3 
④ 昭和46.10.21 大学院委員会第 12 包




922 11?:l和 46.11.20 学費改訂案の提示にあたって 愛知大学







927 昭和36.6.7 法曹ー冗を実現する呉．体的要綱 日本法律家協会委員
会案
928 法曹－7Cを実現する具体的要綱について 小林俊一
929 6.14 研究会報告要旨 松浦聖書




931 昭和38.6.3 （法曹一元制度についての研究会開催通知） 封筒付 松坂佐一他 本間喜一
932 昭和27.7 （封筒のみ） 有賀写真館 本間喜一
933 昭平日 37.1.25 （転居はがき） 二階堂慾之助 本間喜一
934 lli':'l 手口 37.8.10 （はがき） 旅先の長野から 正久 本間喜一
歳子
935 H百平[137 昭和一ー七年度目ti －河地区新入学生名簿
936 （名刺6点）
937 ① 昭和37.1.17 村有地借用願いに対する許可について 長野県系高山村村 殿陪正順
長黒岩義
② 目召平日 37.3.8 （借用願い地視察報告書）
③ リフト建設略図
938 昭和37.1 南志賀温泉郷開発目論見書 殿凋正l頃氏関係 笠ヶ岳観光開発
株式会社創立事
務所
939 1962.10.1 民法教材（補その二）利息制限法所定の制限 前回ゼミ
をこえた利息Xは損答金の任意支払と銭存
元本への充当
940 日目和 37.ll.19 人知革命第一次提唱 封筒付 野口亮 本間喜一





944 [I沼平日 38.3.11 （評議員会・役員会開催通知） 封筒付 私立学校振興会 本間喜一
945 日百平日 38.3.15 山岳部避難救援計算書
946 昭和37.11.25 古人今人第 120号 生方俊郎
947 昭和 38.3.25 古人今人第 121 号 生方俊郎
948 昭和 38.4.5 妙口通信第205号 愛媛県杉浦清
949 昭和38.5.5 妙口通信第206号 愛媛県杉浦清
950 昭和38.6.5 妙口通信第207号 愛媛県杉浦清
951 昭和38.7.5 妙口通信第208号 愛媛県杉浦清
952 BB手口 38.10.5 妙口通信第21 l 号 愛媛県杉浦清
953 DB手口 38.11.5 妙口通信第212号 愛媛県杉浦清
178 
本間喜一関係資料




957 IIH羽127.5.7 昭和二十七年五月七日夜惹起された所謂 この記録は本間学長 長谷川雄一 、
~ 5.24 らの口述の要点を記
放したもの








963 ll百平日 36.1.10 弁論要旨 弁護人大矢和
徳
963 ① 弁論要旨 弁護人脇坂雄
司




967 朝日新聞（昭和 37.3.9）夕刊 , 
968 自白和 35.12.27 愛知大学事件弁論要旨（第一分冊） 弁誕人天野末
治
969 H昭百干和日 35.12.27 愛知大学事件弁論要旨（第二分冊） 弁護人天野末
治
970 昭和35.12.27 愛知大学事件弁論要旨（第二分冊） 弁護人天野末
治
971 i昭和 35.12.27 愛知大学事件弁論要旨（第四分冊） 弁護人天野末
治
972 Hfi和 45.4.23 愛知大学事件控訴審最終弁論要旨 主任弁謹人天
5.12 里子末治
973 H白布145.9.12 （最終判決主文の勝本の複写） 名古屋高等裁判
所
974 判例時報 609号抜刷 愛知大学事件控訴審
判決
975 9.13 （党） 愛大事件関係 浅井敦
976 昭和41.2.21 （書簡） 宮地邦介 本間喜一
977 H百平日 41.6.23 はがくれ紀行 宮地邦介 本間喜一
978 昭和41.12.23 （封筒のみ） 「緑丘J 編集部 本間喜一
基目英＝
979 l昭和41.12.22 （書簡） 板踊興一 本間喜一
980 昭和41.12.28 （書簡） 宮地邦介 本間喜一
981 H百平日 42.1.4 （年始あいさつ状） 議目英一 本間喜一
982 日召手口 42.l.8 （書簡） 手塚寿郎氏・愛慾久 鈴木択郎 本間喜一
氏の件
中日新聞社の件
983 昭和41.10.27 法経学部教授会議事録第 10田～ 13 回
~ 1 1.24 
984 昭和42.11 就職要覧 愛知大学就職課
985 H百和 43.3.18 学生との団交議事要旨
986 II召手口 44.2.18 報告書 昭和43.12.18 特別調査委員会




988 昭和44.3.23 抗議文 夜間学生自治会 合同報告
執行委員会 £』= 















997 昭和44.4.3 昭和44年度第 l 固法経学部教授会議事録
998 昭和44.4.17 昭和44年度第2回法経学部教授会議事録
999 問和45.4.1 愛知大学教職員互助会規約
1000 昭和45.8.21 評議会議事録第 16困
1001 昭和45.8.28 評議会議事録第！？回・第 18回
昭和 45.9.9
1002 昭和45.9.24 昭和45年度第9団法経学部教授会議事録




1006 ① 別表l 最近5年間の収入
② 別表2 最近5年間の支出
③ 別表3 各大学の専任教員 1 人当り学生数
④ 別表4 最近5年間の図書費
⑤ 別表5 昭和47年度収支予算予想
@ 昭和46ふ31 別表6 昭和45年度決算
1007 悶和46.10.20 昭和42～50年度収支計算
1008 昭和45ふl 愛知大学と他大学の比較 専任教員対職員比他
1009 昭和46.10.6 名古屋学生部報告




1012 昭和46.6.17 評議会議事録（第8～l l 回）
~ 6.24 
1013 昭和46.7.l 評議会議事録（第 12～14匝）
~ 7.20 
1014 昭和46.8.3 評議会議事録（第 15 ・ 16 回）
~ 8.10 
1015 昭和46.8.23 評議会議事録（第 17～21 田）
~ 9.3 
1016 目白手口 46.9.13 評議会議事録（第22～24回）
~ 9.21 
1017 昭和46.10.14 評議会議事録（第29～33 回）
~ 10.28 
1018 昭和46.11.11 評議会議事録（第34～36回）
~ 1 1.29 
1019 昭和46.12.2 評議会議事録（第37～38回・回外）
~ 12.8 
1020 昭和46.9.23 昭和46年度第 12 田法経学学部部教教授授会議事録
1021 昭和46.10.14 昭和46年度第 13団法経 会議事録
1022 昭和46.I0.21 昭和46年度第 14回法経 会議事録






1025 11.11 r教学改革」問題についての第3回申合せ 経済学科協議会
概要
1026 間和46.1l.5 昭和47年度大 （案） 教滋委員会原案
1027 (45～47年度大 47年度は案
1028 昭和46年度［下半期］業務暦 教務課
1029 昭和46.11.25 大学院委員会第 15回






1031 ① 昭和46.12.2 法経法学経済研科学究研研科究究合科科同委委委員会@ 昭和46.12.2 員会
③ 昭和46.12.2 員会
1032 昭和46.5.25 愛知大学学報第73号 庶務課
1033 昭和46.7.15 愛知大学学報第75号 庶務課
1034 昭和46.10.15 愛知大学学報第77号 昭和46年度の本俸 庶務課
表付
1035 昭和46.11.15 愛知大学学報第78号 庶務課
1036 昭和46.12.15 愛知大学学報第79号 庶務課
1037 昭和47 （大学案内） 愛知大学
1038 昭和47 （ピラ） 劇団仲間公演会
1039 （何かの訂正表）
1040 （評議員住所録）
1041 （図書整理済の通知） 愛知大学図書館 本問先生
1042 昭和27.3.10 中国共産黛と婚姻関係 東方文芸襲社
1043 （袋のみ7点・下敷）
（※No.976～1043 ひもで一括してあったもの）
1044 昭和43.12.20 資料＠ 夜間学生自治会
その812月 18 日暴力反対武装解除斗争の経過 執行委員会














1053 12 月 16 日～ (12 ・ 18事件の日毎メモ） 袋付袋に「日附表」 .‘ 
12月 23 日 とあり
1054 (12 ・ 18事件関係メモ） 『
1055 信任投票をめぐる経過 一括袋付
1056 昭和44.2.6 選挙活動日程 袋に r信任投票」
とあり
1057 昭和44.2.3 名古量校舎特別対策委員会報告 名古屋校舎特別
~ 対策委員会
1058 資料14 愛知大学名古屋校舎昼間部学生 ・．
自治会規約




1061 昭和43.12.29 答申 資料17 法経学部法律学 愛知大学
, 専攻者 学長 , 
1062 袋のみ ピラ原本とあり -
1063 昭和43.11 資料1 事実経過
~ 12.18 
1064 昭和43.12.30 資料2 名古屋校舎 12 ・ 18事件
1065 昭和44.1.7 資料3 第2回調査委員会
1066 昭和44.1.10 資料4 学生部委員会聴取記
録、自治会再建実行
委聴取記録など






1072 資料8 12 ・ 18事件関係メモ 服部公明
1073 資料9 各校舎図面




1075 昭和44.1.5 資料 II 事件当夜名古屋校舎に来られた
教職員
1076 昭和44.1.17 資料 12 5回謁査委員会
1077 昭和43.12.18 資料 13 教室使用履け 341 教室
1078 ① 資料14 愛知大学名古屋校舎昼間部学生 ・．
自治会規約
② 資料 15 愛知大学名古屋校舎昼間部学生 綴自治会・執行委員会・自治委員会規約
@ 資料 16 愛知大学名古屋校舎昼間部学生
自治会役員選挙規約 , 
1079 昭和43.12.29 資料 17 答申 選挙管理委員会につ 法経学部法律学 愛知大学
いて 専攻者 学長
1080 昭和44.1.29 資料21 事情聴取 出席者小泉健治
( l 年法）
1081 昭和44.1.24 資料22 第6回調査委員会
1082 昭和44.1.25 中日新聞朝刊切抜 r張り合う二執行部愛大
名古屋信任投票で正当性主張』
1083 全学友に訴える ピラ 全学連支持会議
1084 信任投票では「信任票」を我々に！（下略） ピラ 全学連統一候補
1085 機動隊導入を挑発し、大学自治破壊に狭奔 ピラ 全学連支持会議
した暴力集団の凶暴な襲墜を糾弾しよう！
1086 我々はなにゆえ信任投票を行なうのか ピラ 後期 自治会執
行委員会
1087 政府の公然たる東大自治破媛、それと結び ピラ 全学連支持委員
っき内部から自治破壊を策動しているトロ ~ 
ッキスト・盲従分子を糾弾する！
1088 正義は暴力・デマには屈しない断固たる態 ピラ 全学連支持委員
度で信任投票を！ 会
1089 第二 r選管」デッチ上げの破産を暴力でのり ピラ 全学連支持会議
きろうとする反全学迎諸派の策動を粉砕せよ！
1090 「破壊的J 学生運動めざし、分裂策動をつ ピラ 全学連支持会議
づけるデッチ上げ「選管」を断乎糾弾する！
1091 一つの選管一つの自治会！ 全学連支持会議
1092 トロッキト・盲従分子などの暴力・破壊を ピラ 全学連支持会議
糾弾し学園民主化を徹底的に斗いぬこう！
1093 昭和44.1.25 （ビラに関する書簡｝ 本間喜一 山口先生
1094 学館斗争の当面する問題点は侭か ピラ 全学連連絡会議
1095 昭和44.1.22 愛知大学学生新聞 名校舎新開会
1096 昭和43.12.31 （書簡） 玉城惑 本間喜一
1097 昭和44.1.10 （書簡） 玉城盛 本間喜一
1098 昭和44.1.10 （特別調査委員会記録） 一括・袋付
1099 昭和43(44 第一部学生より事情聴取する理由 特別調査委員会
カ） 1.17 
1100 昭和44.1.5 事件について情況聴取されたら如何と思わ 梶川
れる教職員
1101 (12.18事件関係メモ）
1102 ビラ , 
1103 H百平日 43.10.9 （学生ピラ ファイ Jレ｝ ファイル表に資 18 『
~44.2.3 とあり
12.18事件関係か
1104 （名純多数、葉寄 l 枚） 袋付
1105 1952.9.20 日曜クラブニュース 日曜クラブ（仮称）
創立準備会 あひ
1106 昭和31.11.1 鹿島女学院新聞第 10号 創立七十周年特集号 つも一
1107 1956.9.21 有権者会ニュース No.13 日本学術会議中 たでーも一部地方区 の括ー
1108 1957.2.25 有権者会ニュース肱17 し一
1109 1957.8.23 国際法律家連絡協会 No.3 て
1110 昭和31.5.25 週刊法律新聞 21 部
~32.8.16 , 
1111 （諸事に対する感想文など24点） 封筒付大嶋釜太郎 本問先生
とあり
1112 （諸事に対する感想文など多数） 封筒付大嶋釜太郎 本問先生
とあり






1114 昭和26～ 豊橋文化 『
35年
1115 1953 Notes On Japanese Universities 現代中国研究につい 一指
（昭和28).2 て、英文タイプ 袋付
1116 昭和29.5.15 ｛書簡）
1117 近衛霞山公五十年祭追悼会出席者芳名 , 
番号 年月日 新聞名 内容・形態
1118 昭和3苅0.10.11 毎日新聞 統一社会党結成に関する記事
~ 10.14 
1119 昭和29.6.26 毎日新聞 園療関係
~30.10.10 
1120 昭和28.4.20 毎日新聞 圏内政治関係
~ 38.5.11 
1121 昭和38.4.11 毎日新聞 株式記事
~4.21 
1122 昭和38.4.21 毎日日新新聞聞 夕刊 大学関係『ハデになったオリエンテーション」
1123 昭手nJ&.4.22 毎 夕刊 労働関係 r失対労務者J
1124 昭和38 毎日新聞 癌十話（ー）・（ー）
1125 昭和28.1.27 毎日新聞東ニ河版
1126 毎日新聞断片
1127 昭和26.8.21 朝日新聞 圏内予算・財政関係
~9.11 
1128 昭和30.10.12 朝日新聞切抜 統一社会党の発足に閲する記事
~ 10.14 
1129 昭和26.9.6 朝日新聞 国際関係記事
~36.6.8 
1130 昭和37.1.18 朝日新聞 株式記事
~ 1.23 








1136 昭和34.3.7 だいち 日本民主青年同盟東ー地区委員会機関紙
1137 昭和26.9.19 日本読書新聞 日本出版協会発行
~28.3.16 
1138 昭和36.8.6 読売新聞 「戦後教育の反省」
天野貞祐
1139 昭和29.4.14 中日スポーツ







1144 昭和25.11.26 日曜新聞 復刊大事新聞
~28.7.12 日曜新聞社
1145 昭和28.3.15 東京新聞 衆議院解散鳩山一郎新 決意
1146 1960 （昭和 子どもを守る 第8因子どもを守る文化 告特集号
35) 12.15 
ll47 昭和32.7.22 アカハタ B本共産党中央機関紙
~ 12.7 












1153 IIEl和 1 7.2 . 1 6 朝日新聞
~25.5. 19 
1154 aei平日26.4 目25 YWCA 日本キリスト教女子育年会 月刊機関紙
1155 昭和26.9. 16 中部日本新聞 昭和27 .5.24 愛大事件参考人取調べ
~38.5.l l 
1156 H百痢126. 9 . 6 中部日本新聞
~ 27.12.26 
1157 H百平日 36.4.6 中部日本新聞
~ 38.8.2 1. 
番号 年月日 文容名 内容 ・ 形態 差出 ・ 作成 宛先
1158 n百平日 26.9.22 九 － ニO教授会決議に対する我々の態度 学生自治委員7名の
退学処分について
1159 ll75杭126.9.25 （はがき） 学生自治委員7名の 坐橋市小池婦人 本間学長
退学処分について 会員河合よし
1160 HEl和26.9.25 （要望書） 学生自治委員7名の H 学生 学長
退学処分について
1161 117:'l手口 26 .9 .27 学生大会決議 学生自治委員7名の 愛知大学々生大 愛知大学
退学処分について f』,: 教授会





1163 B?5和 26.9.28 （辞職願2通 － 辞任願 l@) 学生自治委員7名の 森谷克己若山 本間喜一
退学処分に伴う輔導 尚他
部長 ， 部員の辞任
164 昭和26 .9 .29 決議文 学生自治委員7名の 愛知大学 山田 愛知大
退学処分撤回の要求 ク勺レープ 学々長
165 1 95 し 1O.l 抗議文 学生自治委員7名の 日本山民組合東 本間喜一
退学処分について 海地方協議会
米滞源市
166 10.1 （はがき） 学生自治委員7名の 光岡良雄 ・ ソヤ 本間喜一
退学処分について 子
1167 1951.10.2 （はがき） 学生自治委員7名の 名古屋大学理学 本間喜一
退学処分について 部野田文
1168 1951.10 共同宣言（草案） 愛知大学学長 本間喜一
学生自治委員
1169 1951 （昭和 （「大学における教授の進退は最終的におい 光岡玄 ・ 半谷 本間喜一
26) 10.5 て決定すべきもの」 とい う原則を承認する 静 ・ 天野拓夫
と い う文面の哲類） 他4名
170 （ ピ ラ ） 学生自治委員7名の 学生自治会
退学処分決定に対す
るピラ
1171 10.3 抗議文 封筒付学生自治委 愛知大学内 本間学長
員7名の退学処分に 金融資本研究会
ついて
1172 1951.10.3 抗議文 学生自治委員7名の 愛知大学 本間喜一
退学処分について 経済学研究会
1173 10.3 申 し入れ 学生自治委員7名の 学生自治委員会
退学処分について
174 1951.10.4 申し入れ 学生自治委員7名の 全察委員会 本間学長
退学処分について
175 lltl午日 26 .1 0 .5 （要望書） 学生自治委員7名の 短大部学生自治 本間喜一
退学処分について 委員長
（封筒付） 中島勅雄
1176 昭和26. 10.9 （要望書） 学生自治安員7名の 愛知大学四中会 本間学長
退学処分について
（封筒付）
177 10.5 申 し入れ 学生自治委員7名の 学生自治委員会 学長
退学処分について
1178 昭和］26. 10.6 学校笛局に封して訴える 学生自治委員7名の 半団地区卒業生 愛知大字
退学処分について 野沢四郎 他 事長
（封筒付）




1180 1951.10.10 声明智 学生自治委員7名の 豊橋自由労働組 本間学長
退学処分について 」＂＇、 全学教授
（封筒付） 鈴木一義 会
1181 10.11 決議文 学生自治委員7名の 愛知大学山田 学長先生
退学処分について グループ
（封筒付）
1182 昭和26.10.15 （学生自治委員7名の処分についての短大 短大部学生自治 本間喜一
部生の世論調査の結果報告 委員長
中島勅雄
1183 昭和26.10.16 （学生自治委員7名の処分についての意見） は-IJ！き 本間学長
1184 （学生自治委員7名の処分についての意見） 郷土会連絡員 本間喜一
森博勇
1185 昭和26.10.11 要望 学生自治委員7名の 尾北同窓生倉 愛知大
退学処分について 形巌他2名 事々長
1186 昭和26.10.22 ｛学生自治委員7名の処分問題解決に対す はがき 短大部学生自治 本間学長
る感謝文） 委員長
中島勅雄
1187 昭和26.10.24 （学生自治委員7名の処分問題解決に対す 1 同封 光岡良雄 本間喜一る礼状）





1192 昭和28ふ23 （書簡） 東大留学についての 長谷川雄一 本間喜一
礼状
1193 昭和28.5.29 （書簡） 近況報告 内藤戊申 本間喜一
1194 昭和28.9.13 （書簡） 挨拶状 植田捷雄 本間喜一
1195 昭和28.10.20 （はがき） 肇B辞典原稿カード ロ之湾口ー 本間喜一
返却について
1196 昭和29.5.30 （書簡） 撃日辞典原稿カード 回玉如 本間喜一
返却について
1197 昭和28.11.6 （はがき） 第7回創立記念式典 横田口口 本間喜一
について





1199 昭和26.11.6 （書簡） 挨拶状 九州大学法学部 本間喜一
黒木＝郎
1200 昭和30.6.9 ｛書簡） 陳氏の日本留学につ 吉村弘治 本間喜一
いて
1201 （書簡） 日本留学手続につい 陳啓安 本間喜一
て
1202 （書簡） 日本留学手続につい 陳啓安 本間喜一
て
1203 昭和48.6.4 （書簡｝ 平尾敏
1204 （学長就任・辞任挨拶状4遇） 関西大・九大・富山
大・東京経済大
1205 昭和28.8.1 （書簡） 助教授荻野茂 本間喜一
彦
1206 昭和28.4.10 （はがき） 木田捕ー旺 本間喜一
1207 昭和28.5.20 （はがき） ー田高一郎 本間喜一
（※No.1192～1207 一括袋付）
1208 （本問先生宛書鏑類多数）
1209 （本問先生宛書簡類U点） 就職関係1 一括
多数 袋付
1210 昭和28 （年賀状及び喪中ハガキ） .J 
1211 （本問先生宛書館類多数）
1212 昭和30.11.18 （寄せ書き） 昭和30.11.15本問先 愛知大学柔道部 本間喜一
生学長を辞任
12日 昭和36.4.1 辞令 学校法人愛知大 学長本
学 間喜一








1217 昭和38.1.30 新聞切抜『朝の想、い 卜二人のl叫び」 本問先生学長辞任の
記事
1218 昭和53 （中日大辞典関係）




1220 日召平日 51.3.4 学生訪中団経費補助申請書 川越j享ー




1224 Ht!和 51.6.4 （愛知大学学生訪中回日程表）
~ 6.18 
1225 昭和51.4.19 中日大辞典刊行会評議員会記録 日中文化交流に対す
る効成の｛牛他
1226 （図書カード） 愛知大学図書館 本問先生





1231 1962.8 月 （スケジュール帳）
～12 月
1232 昭和28.4.30 （封筒のみ） 、 吉永祭助 本間喜一
1233 （本のメモ 3 点）
1234 大学院の統婆 -t舌袋付 明治大学
1235 昭和 28 愛知大翠大型院入翠案内
1236 （封筒のみ） 財団法人霞山 本間喜一
倶楽部
1237 昭和 24.1.23 衆議院議員総選挙結果 新聞綴
1238 （炭鉱関係書類数点）
1239 昭和25.6.1 法Wt 法官会
~ 25.12.1 
1240 昭平日 26.1.1 法曹第一卜六号 法曹会
1241 本間前総長挨妙《状発送先名簿
1242 昭和 37.8.27 （公判期日通知書2点） 商法違反被告事件 東京地方裁判所 弁護人





1246 日百平日 62.5.24 本間喜一先生大学葬広告掲裁新聞
1247 昭和62.5～6 本間喜一先生追悼記事掲載新聞 クリアブック
1248 昭和62.5.26 愛知大学名誉学長故本間喜一大学界 見積書、進行表、 株式会社大広
式場配置図
1249 （本問先生大学搾関係書類） 袋付
1250 昭和62.5 故本間喜一名誉学長大学葬関係書類 ファイ lレ
~ 6.7 
1251 故本間喜一名誉学長大学葬案内状一覧（案）




1255 日百平日 62.6.7 弔辞
1256 昭和62.6.7 弔電①
1257 昭和62.6.7 弔電②
1258 Ht!手口 62.6.7 （本問先生大学葬式文・閉式の辞・閉式の辞）
1259 日召手口 62.6.7 故本間喜一大学葬弔電受付









1263 昭和46.1～ （昭和45年度法学研究科修士論文関係） 修士論文レジメ等
46.2 
1264 1952 改造増刊号この原爆禍 改造社
1265 昭和31.4.5 特集文襲春秋赤紙ー枚で 文義春秋新社
1266 昭和31.4.10 特集人物往来書かれざる日本史 人物往来社
1267 昭和32.5.1 現代読本われら学徒かく戦えり 日本文芸社
1268 昭和32.6.1 丸 3点 潮書房
~ 33.7.15 




1272 1968 BACK NUMBER CATALOG 国際書房
1273 1967 図書目録 中央経済社
1274 1968 図書目録 聾主1275 昭和42.4.1 学生のための図書目録1276 昭和43 有斐斐閣閣図教書科目録
1277 昭和43 有 害目録




1280 昭和40年代 （本陪先生、玉城肇先生オープンテープ4 回崎哲郎教授より預
本） り（預り日・ 93.5)




1283 問和39 新訂寛政重修諸家譜内容見本 庶務課倉庫より 続群書類従完成 本間喜一
~ 
本間喜一論文関係
番号 年月日 文書名 備考 差出・作成 宛先
1284 有償証券の流通性 論文原稿 本間喜一
























ロ98 ① Anweisung 論 ノート K.Homma 、1
② 大正8.5.11 塩見社団定款写 ｜一括
③ （紙一枚） 記入あり j 
④ Bank = and Borsenrecht （銀行と取引法） 自筆ノート
187 
愛知大学史研究（創刊号、 2007年）
入学案内・要覧 ・便覧 ・収支関係・学報・規程集 ほか
番号 年月日 文暫名 備考 差出 ・ 作成 宛先
1299 1959 （愛知大学入学案内）
1300 l959 短期大学者II （女子）入学案内
l30l l!B手口 37.5. l 昭和一十七年度教員調査表
1302 昭手口37.6 .l S 愛知大学要覧昭和37年度 愛知大学
1303 昭和 会員名簿昭和37年度 愛知大学父兄会




1307 H召平日43 . 3.31 昭和43年度予算書
1308 日召平日 43.6 .29 監査報告哲 監査委貝安藤 愛知大学
薦寿男他 評議会
1309 昭和42～43 (42～43年度予算関係） 湿式コピー
年度
1310 昭和43年度才入才出決算
13 l l 1971 愛知大学入学案内
1312 lie/和 48.4.l 愛知大学学費納入規程
1313 DB手口 49.4. 1 学則
1314 昭和52 学校法人愛知大学規程集 ファイ Jレ
1315 昭和52. 1 し 10 回和 52年度第 12団法経学部教授会議事録
1316 lli'i!和 53 .3 昭和五十二年度法経学会賞授賞者名簿 愛知大学法経
て，－＇！，「－~







番号 年月 日 文哲名 備考 差出 ・ 作成 宛先
1320 ① 法経学部講義科目合理化の基本原則 、
② H百平1] 32.9.12 法科講座表
③ 昭和33 （経済 ・ 商業専攻）講座表
④ 昭和32～34 総括表
5) 昭和34. 10.31 試算表
@ 昭和34 昭和34年度開講科目単位数状況 ひとまとまりで
⑦ 昭和34.10.31 歳入換算の期別実績と現況 おいてあったもの
@ 御回答用紙
@ 昭和35.3. 3 1 昭和35年度歳入歳出予算案
⑮ （教員給与関係）
。 昭和34. 1 2 . 3 学部別人件費調査
⑫ 昭和35 試算表 ,, 
1321 日百平日 34.5.[6 （『大学時報』 への執筆依頼） 日本私立大学連 本間喜一
盟
1322 H召和35.8.23 霊安生 ・ 運動部員用浴場新設（改造）工事（案）
1323 He/平日 35.6.4 愛知大学名古屋校舎新築工事各教室平面図 営繕諜
及学生机配置図
1324 昭和35.6.30 昭和 34年度決算書
1325 日召平日 36 （学校法人に対する寄付金の損金算入に関
する大蔵省案関係資料）
1326 昭和36～4 1 寄宿舎増築のための収支表
1327 H召手口 37.3.28 （昭和 37白4 よりの思革祭 ・ 翠！鼠寮入寮図） 学生諜
1328 昭和39年度高校生急増施設費貸付審査表 私立学校振興会
1329 昭和54 （昭和 54年度予算・決算 ・補正予算関係資料）
1330 昭和58.5 ニ好校地利用に関する法経学部教授会総成 法経学部教授会
員の投票結果と意見表明
133 1 ① 日百平日 58.5.12 昭和 57年度決算書
12 } H召和 58.3.3 1 昭和 57年度財産目録
3> 日召平日 58 昭和 58年度予算書
1332 「T 日百平日 58.5 昭和57年度決算書（案）
12 ］ 昭和58.5 昭和57年度財産目録（案）
命 昭和58.5 昭和57年度決算書（案）（中日大辞典）












1334 ① 昭和58.11.28 学技法人愛知大学評議委員会議事録
② 昭和58.11.28 学校法人愛知大学理事会議事録
1335 昭和58.12 昭和58年度予算書（補正）





1333 ① 昭和53 昭和53年度決算書 の一まー@ 昭和53年度決算書添付資料 まー③ 昭和53年度決算に伴う科目振替
1334 a> 昭和54.1.25 ｛大高土地図面・大高土地売却金額鼠算） 1 昭和54.1.25
② 昭和54.1.25 （一好土地図面・ー好土地買収金額試算） J 評議会資料






(5) 昭和55.ll 昭和 55年度補正予算申請（補正額）内訳
@ 昭和55.11 昭和 52～55年度収支計算
⑦ 昭和55.11 ニ好・大高土地関係事業資金収支計算
(53年度～55年度）









@ 昭和56.11 昭和56年度徳正予算申請（補正額｝内訳 悶和56.11.21






⑩ 高師石爆土地交換図 ,, 






















1343 昭和27.5～ 愛大事件関係新聞記事 朝日 ·rpB· 愛被協
35.12.1 ｛也




1347 H?:1手口 36.1.27 （行政民主化懇談会関係資料） 中部管区行政監 本間喜一
察局




1351 HR平[I32.8.11 ーユースレタ← 第 122号 日本外政学会
1352 （漢詩）
裁判所関係
番号 年月日 文書名 備考 差出・作成 宛先
1353 Iltl手口 26 裁判所時報
1354 昭平日 27 裁判所時報





1360 昭和 33 裁判所時報
1361 昭和34 裁判所時報
1362 昭和35 裁判所時報
1363 問手口 36 裁判所時報
1364 自召和 37 裁判所時報
1365 昭和 38 裁判所時報
1366 昭和 39 裁判所時報
1367 昭和40 裁判所時報







1375 昭4日 25.4.20 東京 所訴訟手続準則案
1376 第8回秋季総会資料 日本私立大学協
f込三
1377 H百平日 25.2 （人事行政研修）
1378 1949 私大協報調第一号私立大学総合調査No.1 日本私立大学協
会調査課
書簡類（1398～99 東E同文書院関係）
番号 年月日 文書名 備考 差出・作成 宛先
1379 3.14 （書簡）法律家連絡協会規程改正・理事改選 黒木 本間喜一
の件
1380 日召和 34.11.27 （書簡4通） 向山究夫氏関係 山中康雄向山 本間喜一
~ 12.20 寛夫
1381 昭和 （書簡） 教務課長近回
34.12.10 イ云
1382 日百平日 35.l.4 （書簡） 高桑教授の件 細追朝夫 本間喜一
1383 昭和 35.4 （はがき） 大須賀欣一 本間喜一
1384 日召平日 35.6.10 （書簡） 菅道口 本間喜一
1385 日百平日 35.6.21 （書簡） 憂国青年 本間学長
小幡教授
1386 昭和35.6.29 （書簡） 法経4年の学生の件 小林良也 本間喜一
1387 昭和35.8.8 （はがき） 野村千代子 本間喜一
1388 ① UB平日 35.8.4 （書簡） 津具山の家、大学村 神藤寅吉 本間喜一
関係
依田氏胸像の件
② 昭和 35.8.8 （書簡） 参考写真コピー2点 麻生泰範 本間喜一
同封
1389 昭和35.8.25 （はがき） 転居通知 小暮道也 本間喜一
1390 H百平日 35.8.30 （書簡） 就職の件 田中達郎 本間喜一
190 
本間喜一関係資料
1391 日召手口 3 5 . 9 . 1 9 （書簡2述） 平田春二氏の件 山中康t4t 本間喜一
9.24 
1392 昭平日 36 . 6 . 26 東海学生柔道優勝大会記録 ・ 九州遠征名簿 学長
1393 （名簿） 詳細不明
1394 （メモ）
1395 II百年口 36. 2. 1I 推薦書 推選入学の件 笠橋庭琢協会々 本間喜一
長他
1396 11?1手日 34目6目4 （書簡） 矢守貞吉 本間喜一
1397 昭手口 35.8. 16 （書簡） 原金松 本間喜一
1398 昭和 20～2 1 各校引揚前後の事情報告立立に被接収資産引 財団法人東E同
継目録中ヨ リ ノ抄録 文曾
東亜同文官院5 ！揚関係




悉号 年月日 文｛£1名 備考 差出 ・ 作成 宛先
1400 H百平日 24 履歴書 ・ 審査結果報告（写） ・ 判定書 ・ 著書 コ ンスタンチ
及び学術論文目録 ン ・ ク’ド Jレフ
1401 昭和27.3.5 履歴書 ・ 卒業証明書 ・ 成績証明書 森田博縫
1402 E召f1:J27.1I 履歴容 ・ 業績一覧 野崎駿平
1403 昭和29 .6 . 30 履歴窃： 木村徳之
1404 昭和22.8.6 履歴書： 手哲き 本間喜一
1405 明治24. 7. 1 5 履歴書 タイプ打 本間喜一
~ 25.6.23 
1406 日召和 32 .6 履歴書 片岡勇雄
1407 6.29 （講義プ リ ン トの件暫間） 長谷川雄一 本問答ー
1408 H百平日 30.4.23 辞職願 玉井茂 本間喜一
1409 u召平日 26 . 9 . 29 辞職願 森谷克己 本間喜一
1410 H召平日 25 . 3 . 22 理事曾決議録 議題本間理事学長
就任に関する件
1411 （給与明細 ・ 俸給精算特など） 本間苦手一
1412 御見鋭金内認
1413 H召平日 30 30年分の所得税の確定申告書 本間喜一
1414 本問先生関係写真6点
『一橋論叢』
番号 年月日 文哲名 内容
1415 昭和34 . 6 一橋論提 第4 1巻第6号
昭和38.5 一橋論披 第49巻第5号
日百平日 38.6 一橋論叢 第49巻第6号
H百平日 38. 1 1 一橋論推 第50巻第5号
日百平日 38 . 1 2 一橋論披 第50巻第6号
昭和 39. 1 一橋論擢 第5 1巻第 l 号
lltl干日 39 .2 一橋論披 第51巻第2号
II召平日 39.3 一橋論樫 第 51巻第3号
H召華日 39.4 一橋論叢 第51 巻 第4号
H召手口 39.5 一橋論能 第51巻第5号。
H召手1]39 . 6 一橋論披 第 5 1 巻 第6号
H百平D 39 . 7 一橋論擢 第52巻第 i 号
H召ti口 39.8 一橋論叢 第52巻第2号
昭和 39.9 一橋論叢 第52巻第3号
H苦手円 39 .1 0 一橋論叢 第52巻第4号
昭和 39. 1 1 一橋論躍 第52巻第5号
昭和 39. 1 2 一橋論i控 第52巻第6号





番号 年月日 ヌ：愈名 内容
1416 ① 昭和4 1 . 9 手紙 ｜運輸大臣荒船消十郎宛桑原周二郎
② 本間メモ
③ 昭平日47 補助参加申出書 1 青木秀吉
④ 昭和38.6.7 念書 ｜桑原周二郎メモアリ
191 
愛知大学史研究（創刊号、 2007年）
1417 ① 自百手口 44.2.15 訴状 不動産所有権移転登記抹消及引渡並損害金請求事
件桑原周二郎原告
② 7.16 手紙 稲U l官官制桑原用郎より 同緩の宛名で3部アリ
③ 昭和40.6.11 回答通知 桑原周一郎
④ 昭和40.6.28 返事 桑原周一郎
⑤ メモ 本間喜一直筆
(6 7.10 返還請求 桑原千築宛
⑦ 日百平日 40 調査報告書 人事興信所名刺あり（山根一郎）
「 回答者 'l 
@ 抵当権設定契約書 ｜本間宛封筒在中
L、 昭和40.7.12 手紙 千葉茂より桑原宛内容証明郵便 J
@ 手紙 本問先生宛桑原より
⑩ 昭和44.8.8 新聞記事（毎日） 融資横領事件
1418 内容証明郵便 武蔵野八幡町関係 大蔵大臣・防衛庁長官あて文
書（案）
( L 武蔵野八幡町関係 対策案他
F ’ 自百和 45.7.16 武蔵野市グリーンパーク …・・に関する国と財団法人日本文也住宅協会との
裁判経過・その他
② 新聞記事朝日 昭和45.8.30 赤旗昭和45.9.1
河上他













1419 昭和37～ 判決 土地所有権移転登記抹消登記手続請求原本原塩
40.11.27 伊東製塩研究所








⑦ 昭和45 答弁書 本間喜一氏直筆メモもあり
以上小林四郎氏よりの封筒に在中
1421 昭和42.6 上告趣意書 公職選挙法違反ー宅ー郎他
1422 野崎駿平関係 野崎花、常久関係の契約文本間直筆
1423 12.18 伊東温泉と伊旦急行 花岡隆治宛先児玉正勝先生
1424 ① 来fil' 礼状本間喜一宛一前l氏より




④ 昭和42.8.22 名島城山地先海面埋立について 箱崎漁業協同組合九州電力
















⑥ 昭和39.1.19 第一本件許可は～ 本間
⑦「 各先生宛送付した文書 一．明治ー年太政官布告～
し 下級裁判所民事裁判 例集第 13～第 14巻他メモアリ
1429 ① 昭和39.12.l7 第準備書面 弁護士吉井規矩維
@ 昭和43.5 準備書面 野本治平他
@ 一．被控訴人の主張～
④ 昭和43.10 請願書 羽田土地に関する件
⑤ 昭和41.11.10 意見書 野本治平
⑥ 昭和38.2.20 一回用水板敷の所有権についての鑑定書 石井良助東大教授




(5) 昭和40.9 第5準備書面案 吉井規矩雄弁護士






ω 昭和 呼出状 本間喜一宛東京高等裁判所
4l.12.14 
⑫ 昭和37.4.21 不動産鑑定書 住友信託銀行（kk) 他に本間喜一直筆メモアリ
⑮ 準備書面メモ 未定稿本間喜｝直筆
⑭ 意見及びメモ 羽田本間喜一直筆







(3) 昭和40.10.11 公訴事実に対する陳述書 略式命令証拠申立書証拠申請書他
④ 昭和39.8 漁業協同組合の業務状況検査請求書
⑤ 昭手日 39.11.2 漁業協同組合の総会決議取消請求書
@ 昭和39.8.24 福山漁業協同組合の誇求検査について（照 本間喜一宛広島県農地経済部長
会）
⑦ 上申書
@ 昭和40.1.13 手紙 村田武
(9] 東地方40年口口85号漁業権補償 ファイ yレ
。ω メモ 本間審ー直筆
1432 ① 日召手口 45.6.23 証拠中出番 原告大野逸平（尋問事項合）
@ 昭和44.7.23 上申書 原告大野逸平
@ 昭和46.9.22 証拠申出番 藤山虎也（証人）
④ 園瀬川の女竹ひび建築殖についての鑑定 コピー及び鈴木順 2種あり
@ 昭和43.6.13 補償額 千葉県
@ 昭和37.3.20 公共用地の取得に伴う損失補償基準要綱等 全国海苔貝類漁業協同組合連合会資料
について
⑦ 昭和45.9.12 鑑定人調書 鈴木順
@ 昭和46.1.6 手紙 村田武弁護士より本間喜一宛
CID メモ 本間喜一直筆
1433 ① 日百平日 47.2.19 証人調書 大野周次速記録




② 昭和25～26 徳島県高水産試験場事業報告 資料No.2
③ 昭和29～32 徳島鯨水産試験場事業報告 資料恥3
④ 昭和33～36 徳島麟水産試験場事業報告 資料No.4
⑤ のり生産費について 資料No.5
@ 昭和35 ・ 36 広島市役所農水産課 資料地6
年度





⑨ 昭和45.10.29 女竹ひびの調査について 資料胤9
⑩ 昭和45.10.30 広島大学藤山虎也先生宛 資料No.JO 満田春日より 手紙
⑪ 日百平日 33.7 愛媛県下における海苔養殖の指針 資料No.II
⑫ 和歌山市役所 資料No.12 海苔生産状況等
⑬ 昭干日 35 熊本県海苔養殖実態調査資料 資料恥 13
⑭ 昭和35 漁業養殖業漁獲統計表 資料No.14
⑮ 昭和44 徳島気象暦 資料No.15
⑩ 1957.3 徳島県 資料地16
⑪ 昭和 広島大学藤山虎也先生宛 資料No.17 過去における女竹港の使用状況につ
45.11.28 いて 岡山水産試験場
⑮ 圏瀬川漁場図 園瀬川筋水深図合
⑮ 昭和35～37 のり養殖鑑定書 広島大学水音産学部藤山虎也
@ 昭和45.12.18 のり生産高？ 徳島県漁業協同組合連合会
@ 昭和30～38 漁業養殖業漁獲統計表 農林省
@ 浅海増殖の理論と実際 漁村文化協会
@ 昭和 32.3 水産地殖 水産増殖談話会
@ 海苔養殖読本 殖田ー虫日箸
@ 昭和45.12.22 準備書面 原告大野逸平
@ メモ 本間喜一直筆
@ 封筒類
194 
